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１． 18 年 9月中間期の連結業績（平成18年 4月 1日～平成18年 9月 30日） 
(1)連結経営成績                             （単位：百万円未満四捨五入） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％
18 年 9月中間期 
17 年 9月中間期 

118,555       24.5 
95,194    1.5 

4,238       47.0 
2,884     △20.7 

4,489       29.5 
3,465     △15.8 

 18 年 3月期 191,591    3.6 7,275    4.6 8,046    7.5 
 
 中間（当期）純利益 １株当たり中間 

（当期）純利益 
潜在株式調整後１株当たり 
中間（当期）純利益 

 百万円    ％  円  銭  円  銭
18 年 9月中間期 
17 年 9月中間期 

2,879       52.7 
1,886     △28.0 

26    22 
17  18 

－   
－   

18 年 3月期 4,347    1.6 38  81 －   

(注)①持分法投資損益     18年9月中間期  △187百万円   17年9月中間期   △19百万円 18年3月期   △236百万円 
     ②期中平均株式数(連結) 18年9月中間期 109,785,235株 17年9月中間期 109,790,607株 18年3月期 109,789,245株 
     ③会計処理の方法の変更  無 
     ④売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 
 
(2)連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭
18 年 9月中間期 
17 年 9月中間期 

243,555     
219,051     

      188,070   
178,310     

       75.1 
81.4   

     1,666    45 
1,624    11 

18 年 3月期 225,050   184,204   81.9   1,677  05 

 (注)① 期末発行済株式数(連結) 18年9月中間期 109,784,096株 17年9月中間期109,789,141株 18年3月期109,786,719株 
②当中間連結会計期間より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用しております。 
従来の資本の部の合計に相当する金額は、182,950百万円であります。 
 

(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 営業活動による          
キャッシュ・フロー 

投資活動による          
キャッシュ・フロー 

財務活動による          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円
18年 9月中間期 
17 年 9月中間期 

3,529     
2,609     

△20,430   
△5,590   

△2,343     
△2,348     

27,483     
46,379     

18 年 3月期 9,795   △12,590   △2,354   46,753   
 
(4)連結範囲及び持分法の適用に関する事項 
連結子会社数 15社   持分法適用非連結子会社数 0社   持分法適用関連会社数 5社 

 
(5)連結範囲及び持分法の適用の異動状況 
連結 (新規) 1社 (除外) 0 社    持分法 (新規) 0社 (除外) 1社 

 
２．19年 3月期の連結業績予想（平成18年 4月 1日～平成19年 3月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

通    期 235,000    
 

8,600    4,700    
 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 42円 81銭 

   営業利益 7,900百万円 

上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれており
ます。実際の業績は、今後様々な要因によって記載の予想数値と異なる可能性があります。なお、上記
予想に関する事項は、添付資料の連-11ページをご参照下さい。 
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企企企企    業業業業    集集集集    団団団団    のののの    状状状状    況況況況    

 

当社の企業集団は、当社、連結子会社１５社および関連会社５社で構成され、食料品の製造販売を主な事業当社の企業集団は、当社、連結子会社１５社および関連会社５社で構成され、食料品の製造販売を主な事業当社の企業集団は、当社、連結子会社１５社および関連会社５社で構成され、食料品の製造販売を主な事業当社の企業集団は、当社、連結子会社１５社および関連会社５社で構成され、食料品の製造販売を主な事業

内容とし、更に当該事業に関連する物流およびその他のサービス等の事業活動を展開しております。内容とし、更に当該事業に関連する物流およびその他のサービス等の事業活動を展開しております。内容とし、更に当該事業に関連する物流およびその他のサービス等の事業活動を展開しております。内容とし、更に当該事業に関連する物流およびその他のサービス等の事業活動を展開しております。    

当社グループの事業に係わる各社の位置づけおよび事業の系統図は次のとおりであります。当社グループの事業に係わる各社の位置づけおよび事業の系統図は次のとおりであります。当社グループの事業に係わる各社の位置づけおよび事業の系統図は次のとおりであります。当社グループの事業に係わる各社の位置づけおよび事業の系統図は次のとおりであります。    

１．当社グループの事業に係わる各社の位置づけ１．当社グループの事業に係わる各社の位置づけ１．当社グループの事業に係わる各社の位置づけ１．当社グループの事業に係わる各社の位置づけ    
 

食食食食     料料料料     品品品品………国内では、当社が製造販売するほか、一部の製品については子会社サンハウス食………国内では、当社が製造販売するほか、一部の製品については子会社サンハウス食………国内では、当社が製造販売するほか、一部の製品については子会社サンハウス食………国内では、当社が製造販売するほか、一部の製品については子会社サンハウス食

品㈱および関連会社サンヨー缶詰㈱に製造委託しており、当該製品を当社が仕入品㈱および関連会社サンヨー缶詰㈱に製造委託しており、当該製品を当社が仕入品㈱および関連会社サンヨー缶詰㈱に製造委託しており、当該製品を当社が仕入品㈱および関連会社サンヨー缶詰㈱に製造委託しており、当該製品を当社が仕入

れれれれて販売しております。更に、材料の一部を子会社サンサプライ㈱および関連会て販売しております。更に、材料の一部を子会社サンサプライ㈱および関連会て販売しております。更に、材料の一部を子会社サンサプライ㈱および関連会て販売しております。更に、材料の一部を子会社サンサプライ㈱および関連会

社㈱ヴォークス・トレーディングより仕入れており、製品の包装加工の一部につ社㈱ヴォークス・トレーディングより仕入れており、製品の包装加工の一部につ社㈱ヴォークス・トレーディングより仕入れており、製品の包装加工の一部につ社㈱ヴォークス・トレーディングより仕入れており、製品の包装加工の一部につ

いては、子会社㈱エスパックに委託しております。いては、子会社㈱エスパックに委託しております。いては、子会社㈱エスパックに委託しております。いては、子会社㈱エスパックに委託しております。    

子会社㈱デリカシェフは、総菜、焼成パン、デザート等の製造を行っており、子子会社㈱デリカシェフは、総菜、焼成パン、デザート等の製造を行っており、子子会社㈱デリカシェフは、総菜、焼成パン、デザート等の製造を行っており、子子会社㈱デリカシェフは、総菜、焼成パン、デザート等の製造を行っており、子

会社朝岡スパイス㈱は香辛料の販売を行っております。子会社ハウスウェルネス会社朝岡スパイス㈱は香辛料の販売を行っております。子会社ハウスウェルネス会社朝岡スパイス㈱は香辛料の販売を行っております。子会社ハウスウェルネス会社朝岡スパイス㈱は香辛料の販売を行っております。子会社ハウスウェルネス

フーズ㈱は、健康飲料、健康食品等の製造販売を行っております。また、関連会フーズ㈱は、健康飲料、健康食品等の製造販売を行っております。また、関連会フーズ㈱は、健康飲料、健康食品等の製造販売を行っております。また、関連会フーズ㈱は、健康飲料、健康食品等の製造販売を行っております。また、関連会

社㈱壱番屋はレストラン経営を行っており社㈱壱番屋はレストラン経営を行っており社㈱壱番屋はレストラン経営を行っており社㈱壱番屋はレストラン経営を行っており、、、、関連会社日本牛乳野菜㈱は野菜を加関連会社日本牛乳野菜㈱は野菜を加関連会社日本牛乳野菜㈱は野菜を加関連会社日本牛乳野菜㈱は野菜を加

工した食品の製造・販売を行っており工した食品の製造・販売を行っており工した食品の製造・販売を行っており工した食品の製造・販売を行っております。ます。ます。ます。    

米国では、子会社ハウスフーズアメリカ米国では、子会社ハウスフーズアメリカ米国では、子会社ハウスフーズアメリカ米国では、子会社ハウスフーズアメリカ Corp. Corp. Corp. Corp.が豆腐等の製造販売、レストランが豆腐等の製造販売、レストランが豆腐等の製造販売、レストランが豆腐等の製造販売、レストラン

の経営および当社製品の輸入販売を行っており、また、子会社ハウスフーズホーの経営および当社製品の輸入販売を行っており、また、子会社ハウスフーズホーの経営および当社製品の輸入販売を行っており、また、子会社ハウスフーズホーの経営および当社製品の輸入販売を行っており、また、子会社ハウスフーズホー

ルディングルディングルディングルディング USA Inc. USA Inc. USA Inc. USA Inc.が当社グループの米国における事業を統轄しております。が当社グループの米国における事業を統轄しております。が当社グループの米国における事業を統轄しております。が当社グループの米国における事業を統轄しております。    

中国では、子会社上海ハウス食品中国では、子会社上海ハウス食品中国では、子会社上海ハウス食品中国では、子会社上海ハウス食品㈲㈲㈲㈲が香辛調味食品の製造販売を、関連会社上海が香辛調味食品の製造販売を、関連会社上海が香辛調味食品の製造販売を、関連会社上海が香辛調味食品の製造販売を、関連会社上海

ハウス味の素食品ハウス味の素食品ハウス味の素食品ハウス味の素食品㈲㈲㈲㈲がレトルト食品の製造販売を行っております。また、子会社がレトルト食品の製造販売を行っております。また、子会社がレトルト食品の製造販売を行っております。また、子会社がレトルト食品の製造販売を行っております。また、子会社

上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン㈲が㈲が㈲が㈲がレストラン経営を行っております。レストラン経営を行っております。レストラン経営を行っております。レストラン経営を行っております。    

台湾では、子会社台湾カレーハウスレストラン㈱がレストラ台湾では、子会社台湾カレーハウスレストラン㈱がレストラ台湾では、子会社台湾カレーハウスレストラン㈱がレストラ台湾では、子会社台湾カレーハウスレストラン㈱がレストラン経営を行っておりン経営を行っておりン経営を行っておりン経営を行っており

ます。ます。ます。ます。    

    

 

運運運運    送送送送    ・倉庫業他………当社グループの製品等の国内における輸送および保管については、子会社ハウス・倉庫業他………当社グループの製品等の国内における輸送および保管については、子会社ハウス・倉庫業他………当社グループの製品等の国内における輸送および保管については、子会社ハウス・倉庫業他………当社グループの製品等の国内における輸送および保管については、子会社ハウス

物流サービス㈱および子会社ハイネット㈱が主として行っております。物流サービス㈱および子会社ハイネット㈱が主として行っております。物流サービス㈱および子会社ハイネット㈱が主として行っております。物流サービス㈱および子会社ハイネット㈱が主として行っております。    

子会社㈱ハウス食品分析テクノサービスは食品の安全・衛生に関する分析を行っ子会社㈱ハウス食品分析テクノサービスは食品の安全・衛生に関する分析を行っ子会社㈱ハウス食品分析テクノサービスは食品の安全・衛生に関する分析を行っ子会社㈱ハウス食品分析テクノサービスは食品の安全・衛生に関する分析を行っ

ており、ており、ており、ており、子会社㈱エイチ・アイ・イーは保険の取扱いを行っており子会社㈱エイチ・アイ・イーは保険の取扱いを行っており子会社㈱エイチ・アイ・イーは保険の取扱いを行っており子会社㈱エイチ・アイ・イーは保険の取扱いを行っております。ます。ます。ます。    
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２．事業の系統図２．事業の系統図２．事業の系統図２．事業の系統図 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                            

    

    

関連会社（持分法適用会社）関連会社（持分法適用会社）関連会社（持分法適用会社）関連会社（持分法適用会社）    

    
連結子会連結子会連結子会連結子会社社社社     

国 内 輸 送 部 門国 内 輸 送 部 門国 内 輸 送 部 門国 内 輸 送 部 門     

運 送 ・ 倉 庫 業運 送 ・ 倉 庫 業運 送 ・ 倉 庫 業運 送 ・ 倉 庫 業    

ハ ウ ス 物 流ハ ウ ス 物 流ハ ウ ス 物 流ハ ウ ス 物 流     
    サ ー ビ ス ㈱サ ー ビ ス ㈱サ ー ビ ス ㈱サ ー ビ ス ㈱     
ハ イ ネ ッ ト ㈱ハ イ ネ ッ ト ㈱ハ イ ネ ッ ト ㈱ハ イ ネ ッ ト ㈱     

得得得得    

意意意意    

先先先先    

製品の仕入製品の仕入製品の仕入製品の仕入    

ハ
ウ
ス
食
品
㈱

ハ
ウ
ス
食
品
㈱

ハ
ウ
ス
食
品
㈱

ハ
ウ
ス
食
品
㈱    

得得得得    

意意意意    

先先先先    

（国（国（国（国     内 ）内）内）内）     

材料の供給材料の供給材料の供給材料の供給    

製品の仕製品の仕製品の仕製品の仕入入入入     

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    

デ ザ ー ト 製 品 等デ ザ ー ト 製 品 等デ ザ ー ト 製 品 等デ ザ ー ト 製 品 等     
            の 製 造 販 売の 製 造 販 売の 製 造 販 売の 製 造 販 売     

サ ン ヨ ー 缶 詰 ㈱サ ン ヨ ー 缶 詰 ㈱サ ン ヨ ー 缶 詰 ㈱サ ン ヨ ー 缶 詰 ㈱    

レトルト食品等の製造レトルト食品等の製造レトルト食品等の製造レトルト食品等の製造

サ ン ハ ウ ス 食 品 ㈱サ ン ハ ウ ス 食 品 ㈱サ ン ハ ウ ス 食 品 ㈱サ ン ハ ウ ス 食 品 ㈱    

包 装 加 工包 装 加 工包 装 加 工包 装 加 工    

㈱ エ ス パ ッ ク㈱ エ ス パ ッ ク㈱ エ ス パ ッ ク㈱ エ ス パ ッ ク    

食 肉 の 加 工食 肉 の 加 工食 肉 の 加 工食 肉 の 加 工    

サ ン サ プ ラ イ ㈱サ ン サ プ ラ イ ㈱サ ン サ プ ラ イ ㈱サ ン サ プ ラ イ ㈱    

材料の供給材料の供給材料の供給材料の供給    

製品の製品の製品の製品の  
    販売販売販売販売  

製品の製品の製品の製品の    
包装加工包装加工包装加工包装加工    

材料の供給材料の供給材料の供給材料の供給  

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    

材料の供給材料の供給材料の供給材料の供給    

保 険 の 取 扱保 険 の 取 扱保 険 の 取 扱保 険 の 取 扱    

㈱エイチ・アイ・イー㈱エイチ・アイ・イー㈱エイチ・アイ・イー㈱エイチ・アイ・イー    

・ 豆腐等の製造販売・豆腐等の製造販売・豆腐等の製造販売・豆腐等の製造販売    

・ レストランの経営・レストランの経営・レストランの経営・レストランの経営    

・当社製品の輸入販売・当社製品の輸入販売・当社製品の輸入販売・当社製品の輸入販売    

ハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカ    
        CorpCorpCorpCorp....    

レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営    

台湾カレーハウス台湾カレーハウス台湾カレーハウス台湾カレーハウス    
レストラン㈱レストラン㈱レストラン㈱レストラン㈱    

    

香 辛 調 味 食 品 の香 辛 調 味 食 品 の香 辛 調 味 食 品 の香 辛 調 味 食 品 の     

製 造 販 売製 造 販 売製 造 販 売製 造 販 売     

上海ハウス食品上海ハウス食品上海ハウス食品上海ハウス食品㈲㈲㈲㈲    

製品の製品の製品の製品の    
販売販売販売販売    

レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営    

㈱ 壱 番 屋㈱ 壱 番 屋㈱ 壱 番 屋㈱ 壱 番 屋    

株 式 の 保 有 ・ 金 融株 式 の 保 有 ・ 金 融株 式 の 保 有 ・ 金 融株 式 の 保 有 ・ 金 融    

ハウスフーズホールデハウスフーズホールデハウスフーズホールデハウスフーズホールデ
ィングィングィングィング USA Inc.USA Inc.USA Inc.USA Inc.    

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    

（海（海（海（海     外 ）外）外）外）     

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    

レ ト ル ト 食 品 のレ ト ル ト 食 品 のレ ト ル ト 食 品 のレ ト ル ト 食 品 の     
製 造 販 売製 造 販 売製 造 販 売製 造 販 売     

上海ハウス上海ハウス上海ハウス上海ハウス    
            味の素食品味の素食品味の素食品味の素食品㈲㈲㈲㈲    

製品の製品の製品の製品の    
販売販売販売販売    

製品の製品の製品の製品の    
販売販売販売販売    

レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営レ ス ト ラ ン の 経 営    

上海ハウスカレーココ上海ハウスカレーココ上海ハウスカレーココ上海ハウスカレーココ    
壱番屋レストラン壱番屋レストラン壱番屋レストラン壱番屋レストラン㈲㈲㈲㈲    

香 辛 料 の 販 売香 辛 料 の 販 売香 辛 料 の 販 売香 辛 料 の 販 売    

朝 岡 ス パ イ ス ㈱朝 岡 ス パ イ ス ㈱朝 岡 ス パ イ ス ㈱朝 岡 ス パ イ ス ㈱    

食品の安全・衛生に食品の安全・衛生に食品の安全・衛生に食品の安全・衛生に
関する分析関する分析関する分析関する分析     

㈱ハウス食品分析㈱ハウス食品分析㈱ハウス食品分析㈱ハウス食品分析    
テクノサービステクノサービステクノサービステクノサービス    

総 菜 等 の 製 造総 菜 等 の 製 造総 菜 等 の 製 造総 菜 等 の 製 造    

㈱ デ リ カ シ ェ フ㈱ デ リ カ シ ェ フ㈱ デ リ カ シ ェ フ㈱ デ リ カ シ ェ フ    

食 材 の 輸 入 ・ 販 売食 材 の 輸 入 ・ 販 売食 材 の 輸 入 ・ 販 売食 材 の 輸 入 ・ 販 売    

㈱ ヴ ォ ー ク ス ・㈱ ヴ ォ ー ク ス ・㈱ ヴ ォ ー ク ス ・㈱ ヴ ォ ー ク ス ・    
ト レ ー デ ィ ン グト レ ー デ ィ ン グト レ ー デ ィ ン グト レ ー デ ィ ン グ    

食品の製造・販売等食品の製造・販売等食品の製造・販売等食品の製造・販売等    

日 本 牛 乳 野 菜 ㈱日 本 牛 乳 野 菜 ㈱日 本 牛 乳 野 菜 ㈱日 本 牛 乳 野 菜 ㈱    

材料の供給材料の供給材料の供給材料の供給    

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売  

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    

食品・飲料の製造販売食品・飲料の製造販売食品・飲料の製造販売食品・飲料の製造販売    

ハ ウ ス ウ ェ ル ネ スハ ウ ス ウ ェ ル ネ スハ ウ ス ウ ェ ル ネ スハ ウ ス ウ ェ ル ネ ス    
フ ー ズ ㈱フ ー ズ ㈱フ ー ズ ㈱フ ー ズ ㈱    

製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売  
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３．関係会社の状況３．関係会社の状況３．関係会社の状況３．関係会社の状況    

当中間連結会計期間において、異動があった関係会社は以下の通りであります。当中間連結会計期間において、異動があった関係会社は以下の通りであります。当中間連結会計期間において、異動があった関係会社は以下の通りであります。当中間連結会計期間において、異動があった関係会社は以下の通りであります。 

名名名名    称称称称    所在地所在地所在地所在地    
資本金資本金資本金資本金    
（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）    

主要な主要な主要な主要な    
事業の内容事業の内容事業の内容事業の内容    

議決権の所議決権の所議決権の所議決権の所
有又は被所有又は被所有又は被所有又は被所
有割合有割合有割合有割合((((％％％％))))    

関係内容関係内容関係内容関係内容    摘要摘要摘要摘要    

（連結子会社）（連結子会社）（連結子会社）（連結子会社）                            

ハウスウェルネスハウスウェルネスハウスウェルネスハウスウェルネス    
フーズ㈱フーズ㈱フーズ㈱フーズ㈱    

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県    
伊丹市伊丹市伊丹市伊丹市    

100100100100    
食品・飲料の食品・飲料の食品・飲料の食品・飲料の    
製造販売製造販売製造販売製造販売    

66.0066.0066.0066.00    役員の兼任等役員の兼任等役員の兼任等役員の兼任等    …………    有有有有    ※※※※1111    

（注）※１：新規連結子会社であります。（注）※１：新規連結子会社であります。（注）※１：新規連結子会社であります。（注）※１：新規連結子会社であります。    

※２：持分法適用非連結子会社であった上海カレ※２：持分法適用非連結子会社であった上海カレ※２：持分法適用非連結子会社であった上海カレ※２：持分法適用非連結子会社であった上海カレーハウスレストラン㈲を清算したため、当中間連結会計ーハウスレストラン㈲を清算したため、当中間連結会計ーハウスレストラン㈲を清算したため、当中間連結会計ーハウスレストラン㈲を清算したため、当中間連結会計
期間より持分法適用非連結子会社から除外しております。期間より持分法適用非連結子会社から除外しております。期間より持分法適用非連結子会社から除外しております。期間より持分法適用非連結子会社から除外しております。    
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経経経経        営営営営        方方方方        針針針針    

    

１．経営の基本方針１．経営の基本方針１．経営の基本方針１．経営の基本方針    

当社グループは、お客さまから価値を認めていただける製品を提供し続けることにより、お客さ当社グループは、お客さまから価値を認めていただける製品を提供し続けることにより、お客さ当社グループは、お客さまから価値を認めていただける製品を提供し続けることにより、お客さ当社グループは、お客さまから価値を認めていただける製品を提供し続けることにより、お客さ

まの食生活と健康に貢献し、“まの食生活と健康に貢献し、“まの食生活と健康に貢献し、“まの食生活と健康に貢献し、“食を通じて、家庭の幸せに役立つ”ことを食を通じて、家庭の幸せに役立つ”ことを食を通じて、家庭の幸せに役立つ”ことを食を通じて、家庭の幸せに役立つ”ことを経営の基本方針としてお経営の基本方針としてお経営の基本方針としてお経営の基本方針としてお

りまりまりまります。そのため、当社グループではお客さま起点のマーケティングを基本とし、「よりおいしく、す。そのため、当社グループではお客さま起点のマーケティングを基本とし、「よりおいしく、す。そのため、当社グループではお客さま起点のマーケティングを基本とし、「よりおいしく、す。そのため、当社グループではお客さま起点のマーケティングを基本とし、「よりおいしく、

より簡便に、より健康に」を伴った製品をお届けできるよう、商品より簡便に、より健康に」を伴った製品をお届けできるよう、商品より簡便に、より健康に」を伴った製品をお届けできるよう、商品より簡便に、より健康に」を伴った製品をお届けできるよう、商品開発力の強化に努めております。開発力の強化に努めております。開発力の強化に努めております。開発力の強化に努めております。

併せて、製品の品質や安全性を優先し、お客さまに安心と信頼をいただける製品づくりに取り組ん併せて、製品の品質や安全性を優先し、お客さまに安心と信頼をいただける製品づくりに取り組ん併せて、製品の品質や安全性を優先し、お客さまに安心と信頼をいただける製品づくりに取り組ん併せて、製品の品質や安全性を優先し、お客さまに安心と信頼をいただける製品づくりに取り組ん

でおります。でおります。でおります。でおります。    

また、引き続また、引き続また、引き続また、引き続き資本効率や収益性を高め、一層の企業価値向上に努めるとともに、株主さまへき資本効率や収益性を高め、一層の企業価値向上に努めるとともに、株主さまへき資本効率や収益性を高め、一層の企業価値向上に努めるとともに、株主さまへき資本効率や収益性を高め、一層の企業価値向上に努めるとともに、株主さまへ

の安定的な利益還元を行い、長期的なご支援・ご支持をいただける、魅力ある企業づくりを進めの安定的な利益還元を行い、長期的なご支援・ご支持をいただける、魅力ある企業づくりを進めの安定的な利益還元を行い、長期的なご支援・ご支持をいただける、魅力ある企業づくりを進めの安定的な利益還元を行い、長期的なご支援・ご支持をいただける、魅力ある企業づくりを進め

てまいります。てまいります。てまいります。てまいります。    

    

２．対処すべき課題２．対処すべき課題２．対処すべき課題２．対処すべき課題    

当社グループでは、本年４月よりスタートした第二次中期計画のもと、コア事業、コア育成事当社グループでは、本年４月よりスタートした第二次中期計画のもと、コア事業、コア育成事当社グループでは、本年４月よりスタートした第二次中期計画のもと、コア事業、コア育成事当社グループでは、本年４月よりスタートした第二次中期計画のもと、コア事業、コア育成事

業など、各事業の位置づけを明確にし、選択と集中による経営資源の配分見直しを継続的に進め、業など、各事業の位置づけを明確にし、選択と集中による経営資源の配分見直しを継続的に進め、業など、各事業の位置づけを明確にし、選択と集中による経営資源の配分見直しを継続的に進め、業など、各事業の位置づけを明確にし、選択と集中による経営資源の配分見直しを継続的に進め、

以下の具体的な取組事項を推進しております。以下の具体的な取組事項を推進しております。以下の具体的な取組事項を推進しております。以下の具体的な取組事項を推進しております。    

①コア事業の深耕と市場の活性化①コア事業の深耕と市場の活性化①コア事業の深耕と市場の活性化①コア事業の深耕と市場の活性化    

カレー・シチュー・香辛料等の基幹製品におきまして、今日まで培ってまいカレー・シチュー・香辛料等の基幹製品におきまして、今日まで培ってまいカレー・シチュー・香辛料等の基幹製品におきまして、今日まで培ってまいカレー・シチュー・香辛料等の基幹製品におきまして、今日まで培ってまいりました技術力りました技術力りました技術力りました技術力

を活かし、お客さまにとって魅力を備えた価値ある製品の開発・改良に努めることにより、新を活かし、お客さまにとって魅力を備えた価値ある製品の開発・改良に努めることにより、新を活かし、お客さまにとって魅力を備えた価値ある製品の開発・改良に努めることにより、新を活かし、お客さまにとって魅力を備えた価値ある製品の開発・改良に努めることにより、新

たな需要創造に取り組んでまいります。また、製品の価値を効果的にお伝えするプロモーショたな需要創造に取り組んでまいります。また、製品の価値を効果的にお伝えするプロモーショたな需要創造に取り組んでまいります。また、製品の価値を効果的にお伝えするプロモーショたな需要創造に取り組んでまいります。また、製品の価値を効果的にお伝えするプロモーショ

ン活動を積極的に展開することにより、市場の活性化とお客さまのご支持の一層の拡大をめざン活動を積極的に展開することにより、市場の活性化とお客さまのご支持の一層の拡大をめざン活動を積極的に展開することにより、市場の活性化とお客さまのご支持の一層の拡大をめざン活動を積極的に展開することにより、市場の活性化とお客さまのご支持の一層の拡大をめざ

してまいります。してまいります。してまいります。してまいります。    

コア事業の柱であるルウカレーにつきましては、コア事業の柱であるルウカレーにつきましては、コア事業の柱であるルウカレーにつきましては、コア事業の柱であるルウカレーにつきましては、北海道産１００％の生クリーム北海道産１００％の生クリーム北海道産１００％の生クリーム北海道産１００％の生クリーム使用の「北使用の「北使用の「北使用の「北

海道ホワイトカレー」を本年２月に、海道ホワイトカレー」を本年２月に、海道ホワイトカレー」を本年２月に、海道ホワイトカレー」を本年２月に、当社独自の製法・技術を活かした低カロリーの「プライ当社独自の製法・技術を活かした低カロリーの「プライ当社独自の製法・技術を活かした低カロリーの「プライ当社独自の製法・技術を活かした低カロリーの「プライ

ムカレー」を本年３月に発売するなど、今後とも更に製品ラインナッムカレー」を本年３月に発売するなど、今後とも更に製品ラインナッムカレー」を本年３月に発売するなど、今後とも更に製品ラインナッムカレー」を本年３月に発売するなど、今後とも更に製品ラインナップの充実・強化を進めてプの充実・強化を進めてプの充実・強化を進めてプの充実・強化を進めて

まいります。まいります。まいります。まいります。    

②コアへ育成する事業への取組強化②コアへ育成する事業への取組強化②コアへ育成する事業への取組強化②コアへ育成する事業への取組強化    

健康食品につきましては、「ウコンの力」、「ニンニクの力」など、スパイスの有用成分を活か健康食品につきましては、「ウコンの力」、「ニンニクの力」など、スパイスの有用成分を活か健康食品につきましては、「ウコンの力」、「ニンニクの力」など、スパイスの有用成分を活か健康食品につきましては、「ウコンの力」、「ニンニクの力」など、スパイスの有用成分を活か

した製品展開を推進するとともに、特定保健用食品の開発にも取り組んでおります。また、本した製品展開を推進するとともに、特定保健用食品の開発にも取り組んでおります。また、本した製品展開を推進するとともに、特定保健用食品の開発にも取り組んでおります。また、本した製品展開を推進するとともに、特定保健用食品の開発にも取り組んでおります。また、本
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年４月に武田食品工業㈱の事業を承継したハウスウェルネスフーズ㈱を新たに子会社化いたし年４月に武田食品工業㈱の事業を承継したハウスウェルネスフーズ㈱を新たに子会社化いたし年４月に武田食品工業㈱の事業を承継したハウスウェルネスフーズ㈱を新たに子会社化いたし年４月に武田食品工業㈱の事業を承継したハウスウェルネスフーズ㈱を新たに子会社化いたし

ました。同社が保有する技術力や商品開発力等を当社グループとして活かすことによって、健ました。同社が保有する技術力や商品開発力等を当社グループとして活かすことによって、健ました。同社が保有する技術力や商品開発力等を当社グループとして活かすことによって、健ました。同社が保有する技術力や商品開発力等を当社グループとして活かすことによって、健

康食品事業における新たな商品戦略を構築し、コア事業への育成を加速してまいります。康食品事業における新たな商品戦略を構築し、コア事業への育成を加速してまいります。康食品事業における新たな商品戦略を構築し、コア事業への育成を加速してまいります。康食品事業における新たな商品戦略を構築し、コア事業への育成を加速してまいります。    

        飲料につきましては飲料につきましては飲料につきましては飲料につきましては、昨年１月に「六甲のおいしい水」専用工場が本格稼働を果たし、一段、昨年１月に「六甲のおいしい水」専用工場が本格稼働を果たし、一段、昨年１月に「六甲のおいしい水」専用工場が本格稼働を果たし、一段、昨年１月に「六甲のおいしい水」専用工場が本格稼働を果たし、一段

の品質向上とコスト競争力の強化につなげております。これを基盤として積極的な販売活動にの品質向上とコスト競争力の強化につなげております。これを基盤として積極的な販売活動にの品質向上とコスト競争力の強化につなげております。これを基盤として積極的な販売活動にの品質向上とコスト競争力の強化につなげております。これを基盤として積極的な販売活動に

取り組み、売上の拡大に繋げてまいります。取り組み、売上の拡大に繋げてまいります。取り組み、売上の拡大に繋げてまいります。取り組み、売上の拡大に繋げてまいります。    

③海外事業の拡大③海外事業の拡大③海外事業の拡大③海外事業の拡大    

成長著しい中国市場におきましては、レトルトカレーに続き、昨年４月にはルウカレーの製成長著しい中国市場におきましては、レトルトカレーに続き、昨年４月にはルウカレーの製成長著しい中国市場におきましては、レトルトカレーに続き、昨年４月にはルウカレーの製成長著しい中国市場におきましては、レトルトカレーに続き、昨年４月にはルウカレーの製

造販売を開始しており、カレーをご家庭で気軽に楽しんでいただけるよう、積極的なマーケテ造販売を開始しており、カレーをご家庭で気軽に楽しんでいただけるよう、積極的なマーケテ造販売を開始しており、カレーをご家庭で気軽に楽しんでいただけるよう、積極的なマーケテ造販売を開始しており、カレーをご家庭で気軽に楽しんでいただけるよう、積極的なマーケテ

ィング活動を展開してまいります。加えて、㈱壱番屋との合弁による、中国・台湾でのカレーィング活動を展開してまいります。加えて、㈱壱番屋との合弁による、中国・台湾でのカレーィング活動を展開してまいります。加えて、㈱壱番屋との合弁による、中国・台湾でのカレーィング活動を展開してまいります。加えて、㈱壱番屋との合弁による、中国・台湾でのカレー

レストラン事業の展開にスピードを上げて取り組み、アジアレストラン事業の展開にスピードを上げて取り組み、アジアレストラン事業の展開にスピードを上げて取り組み、アジアレストラン事業の展開にスピードを上げて取り組み、アジアでの日本式カレーの普及に努めてでの日本式カレーの普及に努めてでの日本式カレーの普及に努めてでの日本式カレーの普及に努めて

まいります。また、健康志向を背景に順調に成長を続ける米国の豆腐事業におきましては、西まいります。また、健康志向を背景に順調に成長を続ける米国の豆腐事業におきましては、西まいります。また、健康志向を背景に順調に成長を続ける米国の豆腐事業におきましては、西まいります。また、健康志向を背景に順調に成長を続ける米国の豆腐事業におきましては、西

海岸での生産拠点に加え、東部ニュージャージー州の新工場が本年６月に生産を開始しており、海岸での生産拠点に加え、東部ニュージャージー州の新工場が本年６月に生産を開始しており、海岸での生産拠点に加え、東部ニュージャージー州の新工場が本年６月に生産を開始しており、海岸での生産拠点に加え、東部ニュージャージー州の新工場が本年６月に生産を開始しており、

東西両拠点による販売拡大で全米Ｎｏ東西両拠点による販売拡大で全米Ｎｏ東西両拠点による販売拡大で全米Ｎｏ東西両拠点による販売拡大で全米Ｎｏ.1.1.1.1 シェア企業をめざしてまいります。シェア企業をめざしてまいります。シェア企業をめざしてまいります。シェア企業をめざしてまいります。    

④コスト競争力の強化④コスト競争力の強化④コスト競争力の強化④コスト競争力の強化    

お客さまにご満足いただける製品を、より低コストで作り出せることが企業競争力には不可お客さまにご満足いただける製品を、より低コストで作り出せることが企業競争力には不可お客さまにご満足いただける製品を、より低コストで作り出せることが企業競争力には不可お客さまにご満足いただける製品を、より低コストで作り出せることが企業競争力には不可

欠な要素と考え、開発・調達・生産・販売に亘る全ての部門におけるシステム・機能の見直し欠な要素と考え、開発・調達・生産・販売に亘る全ての部門におけるシステム・機能の見直し欠な要素と考え、開発・調達・生産・販売に亘る全ての部門におけるシステム・機能の見直し欠な要素と考え、開発・調達・生産・販売に亘る全ての部門におけるシステム・機能の見直し

を図り、一段の合理化・効率化に取り組んでおります。まを図り、一段の合理化・効率化に取り組んでおります。まを図り、一段の合理化・効率化に取り組んでおります。まを図り、一段の合理化・効率化に取り組んでおります。また、コストダウンを推進する常設組た、コストダウンを推進する常設組た、コストダウンを推進する常設組た、コストダウンを推進する常設組

織を置き、恒常的なコスト削減に努めるとともに、マーケティングコストの効果的運用や雇用織を置き、恒常的なコスト削減に努めるとともに、マーケティングコストの効果的運用や雇用織を置き、恒常的なコスト削減に努めるとともに、マーケティングコストの効果的運用や雇用織を置き、恒常的なコスト削減に努めるとともに、マーケティングコストの効果的運用や雇用

の多様化による人件費の削減など、全社的なコスト削減活動を展開し、利益重視の経営の浸透の多様化による人件費の削減など、全社的なコスト削減活動を展開し、利益重視の経営の浸透の多様化による人件費の削減など、全社的なコスト削減活動を展開し、利益重視の経営の浸透の多様化による人件費の削減など、全社的なコスト削減活動を展開し、利益重視の経営の浸透

に注力してまいります。更に、に注力してまいります。更に、に注力してまいります。更に、に注力してまいります。更に、ＳＣＭ（サプライチェーン・マネジメント）の機能を活用してＳＣＭ（サプライチェーン・マネジメント）の機能を活用してＳＣＭ（サプライチェーン・マネジメント）の機能を活用してＳＣＭ（サプライチェーン・マネジメント）の機能を活用して

在庫や販売機会のロスの削減を通して、コスト競争力のアップに取り組んでまいります。在庫や販売機会のロスの削減を通して、コスト競争力のアップに取り組んでまいります。在庫や販売機会のロスの削減を通して、コスト競争力のアップに取り組んでまいります。在庫や販売機会のロスの削減を通して、コスト競争力のアップに取り組んでまいります。    

⑤社会的責任への取組強化⑤社会的責任への取組強化⑤社会的責任への取組強化⑤社会的責任への取組強化    

法令順守や企業倫理の一層の浸透に努めるとともに、社会的責任に対する真摯な姿勢がお客法令順守や企業倫理の一層の浸透に努めるとともに、社会的責任に対する真摯な姿勢がお客法令順守や企業倫理の一層の浸透に努めるとともに、社会的責任に対する真摯な姿勢がお客法令順守や企業倫理の一層の浸透に努めるとともに、社会的責任に対する真摯な姿勢がお客

さまから信頼され、愛される会社であるたさまから信頼され、愛される会社であるたさまから信頼され、愛される会社であるたさまから信頼され、愛される会社であるための必要条件であることを自覚し、食品メーカーとめの必要条件であることを自覚し、食品メーカーとめの必要条件であることを自覚し、食品メーカーとめの必要条件であることを自覚し、食品メーカーと

して常に安全・安心な製品をお客さまへお届けする品質保証体制の強化に努めております。併して常に安全・安心な製品をお客さまへお届けする品質保証体制の強化に努めております。併して常に安全・安心な製品をお客さまへお届けする品質保証体制の強化に努めております。併して常に安全・安心な製品をお客さまへお届けする品質保証体制の強化に努めております。併

せて、地域での環境保全活動をはじめ、スポーツや文化活動への支援に積極的に取り組んでおせて、地域での環境保全活動をはじめ、スポーツや文化活動への支援に積極的に取り組んでおせて、地域での環境保全活動をはじめ、スポーツや文化活動への支援に積極的に取り組んでおせて、地域での環境保全活動をはじめ、スポーツや文化活動への支援に積極的に取り組んでお

ります。ります。ります。ります。    

環境活動におきましては、環境宣言・環境方針に基づいて、既に全工場および研究所ならび環境活動におきましては、環境宣言・環境方針に基づいて、既に全工場および研究所ならび環境活動におきましては、環境宣言・環境方針に基づいて、既に全工場および研究所ならび環境活動におきましては、環境宣言・環境方針に基づいて、既に全工場および研究所ならび

に東京・大阪の両本社で環境マネジメントシステムであるＩＳＯ－１４００１を導入しておりに東京・大阪の両本社で環境マネジメントシステムであるＩＳＯ－１４００１を導入しておりに東京・大阪の両本社で環境マネジメントシステムであるＩＳＯ－１４００１を導入しておりに東京・大阪の両本社で環境マネジメントシステムであるＩＳＯ－１４００１を導入しており

ます。今後このシステムを全ての事業活動に展開し、全社を統合した仕組みとして認証を得るます。今後このシステムを全ての事業活動に展開し、全社を統合した仕組みとして認証を得るます。今後このシステムを全ての事業活動に展開し、全社を統合した仕組みとして認証を得るます。今後このシステムを全ての事業活動に展開し、全社を統合した仕組みとして認証を得る
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ための活動を進め、循環型社会へ対応してための活動を進め、循環型社会へ対応してための活動を進め、循環型社会へ対応してための活動を進め、循環型社会へ対応してまいります。まいります。まいります。まいります。    

⑥グループ経営の強化⑥グループ経営の強化⑥グループ経営の強化⑥グループ経営の強化    

グループ各社が各々の事業活動を通じて自らの企業価値を高めるとともに、それぞれの役割グループ各社が各々の事業活動を通じて自らの企業価値を高めるとともに、それぞれの役割グループ各社が各々の事業活動を通じて自らの企業価値を高めるとともに、それぞれの役割グループ各社が各々の事業活動を通じて自らの企業価値を高めるとともに、それぞれの役割

を確実に果たし、グループ全体の企業価値を増大させるよう努めてまいります。を確実に果たし、グループ全体の企業価値を増大させるよう努めてまいります。を確実に果たし、グループ全体の企業価値を増大させるよう努めてまいります。を確実に果たし、グループ全体の企業価値を増大させるよう努めてまいります。    

    

３．中期的な経営戦略３．中期的な経営戦略３．中期的な経営戦略３．中期的な経営戦略    

当社グループは、「新価値創造、健康とおいしさ発信企業」をめざし、“真のお客さま満足の獲当社グループは、「新価値創造、健康とおいしさ発信企業」をめざし、“真のお客さま満足の獲当社グループは、「新価値創造、健康とおいしさ発信企業」をめざし、“真のお客さま満足の獲当社グループは、「新価値創造、健康とおいしさ発信企業」をめざし、“真のお客さま満足の獲

得”（得”（得”（得”（Customer SatisfactionCustomer SatisfactionCustomer SatisfactionCustomer Satisfaction）、“チャレンジ精神の発揮”（）、“チャレンジ精神の発揮”（）、“チャレンジ精神の発揮”（）、“チャレンジ精神の発揮”（Challenge SpiritChallenge SpiritChallenge SpiritChallenge Spirit）、“変革意識と行動）、“変革意識と行動）、“変革意識と行動）、“変革意識と行動

のスピードアップ”（のスピードアップ”（のスピードアップ”（のスピードアップ”（Change SpeedChange SpeedChange SpeedChange Speed）の『３ＣＳ』をキーワードとする３ヵ）の『３ＣＳ』をキーワードとする３ヵ）の『３ＣＳ』をキーワードとする３ヵ）の『３ＣＳ』をキーワードとする３ヵ年の第二次中期計画を年の第二次中期計画を年の第二次中期計画を年の第二次中期計画を

本年４月よりスタートいたしました。コア事業、コア育成事業、周辺事業、新規事業、海外事業、本年４月よりスタートいたしました。コア事業、コア育成事業、周辺事業、新規事業、海外事業、本年４月よりスタートいたしました。コア事業、コア育成事業、周辺事業、新規事業、海外事業、本年４月よりスタートいたしました。コア事業、コア育成事業、周辺事業、新規事業、海外事業、

国内関連事業など、当社グループの事業構成やその方向性を明確にし、お客さまの変化に対応で国内関連事業など、当社グループの事業構成やその方向性を明確にし、お客さまの変化に対応で国内関連事業など、当社グループの事業構成やその方向性を明確にし、お客さまの変化に対応で国内関連事業など、当社グループの事業構成やその方向性を明確にし、お客さまの変化に対応で

きる事業・組織体制を構築するとともに、経営資源の選択と集中を更に推し進め、一層の企業価きる事業・組織体制を構築するとともに、経営資源の選択と集中を更に推し進め、一層の企業価きる事業・組織体制を構築するとともに、経営資源の選択と集中を更に推し進め、一層の企業価きる事業・組織体制を構築するとともに、経営資源の選択と集中を更に推し進め、一層の企業価

値の向上に努めてまいります。値の向上に努めてまいります。値の向上に努めてまいります。値の向上に努めてまいります。    

第二次中期計画の最終年度である２００９年３月期の連結業績目標を、売上高は、２，５５０第二次中期計画の最終年度である２００９年３月期の連結業績目標を、売上高は、２，５５０第二次中期計画の最終年度である２００９年３月期の連結業績目標を、売上高は、２，５５０第二次中期計画の最終年度である２００９年３月期の連結業績目標を、売上高は、２，５５０

億円、営業利益は、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額の発生を織り込み、億円、営業利益は、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額の発生を織り込み、億円、営業利益は、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額の発生を織り込み、億円、営業利益は、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額の発生を織り込み、

１０２億円として取り組んでまい１０２億円として取り組んでまい１０２億円として取り組んでまい１０２億円として取り組んでまいります。ります。ります。ります。    

    

４．利益配分に関する基本方針４．利益配分に関する基本方針４．利益配分に関する基本方針４．利益配分に関する基本方針    

当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけ、収益性当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけ、収益性当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけ、収益性当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけ、収益性

の向上と財務体質の強化に努めるとともに、業績・事業計画等を総合的に勘案し、安定的な配当の向上と財務体質の強化に努めるとともに、業績・事業計画等を総合的に勘案し、安定的な配当の向上と財務体質の強化に努めるとともに、業績・事業計画等を総合的に勘案し、安定的な配当の向上と財務体質の強化に努めるとともに、業績・事業計画等を総合的に勘案し、安定的な配当

を継続することを基本方針としております。を継続することを基本方針としております。を継続することを基本方針としております。を継続することを基本方針としております。    

内部留保金につきましては、将来を見据えた製造設備・研究開発等の投資資金や新たな事業展内部留保金につきましては、将来を見据えた製造設備・研究開発等の投資資金や新たな事業展内部留保金につきましては、将来を見据えた製造設備・研究開発等の投資資金や新たな事業展内部留保金につきましては、将来を見据えた製造設備・研究開発等の投資資金や新たな事業展

開のために活用してまいりたいと考えております。開のために活用してまいりたいと考えております。開のために活用してまいりたいと考えております。開のために活用してまいりたいと考えております。    

    

５．投資単位の引下げに関する考え方および方針等５．投資単位の引下げに関する考え方および方針等５．投資単位の引下げに関する考え方および方針等５．投資単位の引下げに関する考え方および方針等    

  当社は、株式市場での流動性を高め、より多くの投資家のみなさまに投資してい当社は、株式市場での流動性を高め、より多くの投資家のみなさまに投資してい当社は、株式市場での流動性を高め、より多くの投資家のみなさまに投資してい当社は、株式市場での流動性を高め、より多くの投資家のみなさまに投資していただけるよう、ただけるよう、ただけるよう、ただけるよう、

１単元の株式数を１００株にしております。１単元の株式数を１００株にしております。１単元の株式数を１００株にしております。１単元の株式数を１００株にしております。 
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経経経経        営営営営        成成成成        績績績績        おおおお        よよよよ        びびびび        財財財財        政政政政        状状状状        態態態態    
    

１．当中間期の業績の概況１．当中間期の業績の概況１．当中間期の業績の概況１．当中間期の業績の概況 

当中間期は、企業収益の改善、設備投資の増加などにより、景気は引き続き緩やかな拡大基調当中間期は、企業収益の改善、設備投資の増加などにより、景気は引き続き緩やかな拡大基調当中間期は、企業収益の改善、設備投資の増加などにより、景気は引き続き緩やかな拡大基調当中間期は、企業収益の改善、設備投資の増加などにより、景気は引き続き緩やかな拡大基調

を示しましたが、一方で、原油価格の動向が内外経済に与える影響が懸念されるなど、景気の勢を示しましたが、一方で、原油価格の動向が内外経済に与える影響が懸念されるなど、景気の勢を示しましたが、一方で、原油価格の動向が内外経済に与える影響が懸念されるなど、景気の勢を示しましたが、一方で、原油価格の動向が内外経済に与える影響が懸念されるなど、景気の勢

いを鈍化させる材料も発生いたしました。個人消費は、景気の拡大を背景に安定推移しておりまいを鈍化させる材料も発生いたしました。個人消費は、景気の拡大を背景に安定推移しておりまいを鈍化させる材料も発生いたしました。個人消費は、景気の拡大を背景に安定推移しておりまいを鈍化させる材料も発生いたしました。個人消費は、景気の拡大を背景に安定推移しておりま

すものの、生活関連の分野におきましては、食料品や衣料品等は依然として厳しい状況が続いてすものの、生活関連の分野におきましては、食料品や衣料品等は依然として厳しい状況が続いてすものの、生活関連の分野におきましては、食料品や衣料品等は依然として厳しい状況が続いてすものの、生活関連の分野におきましては、食料品や衣料品等は依然として厳しい状況が続いて

おります。おります。おります。おります。    

このような状況のなか、当社グループは、１０年後のめざす企業像を『このような状況のなか、当社グループは、１０年後のめざす企業像を『このような状況のなか、当社グループは、１０年後のめざす企業像を『このような状況のなか、当社グループは、１０年後のめざす企業像を『新価値創造、健康とお新価値創造、健康とお新価値創造、健康とお新価値創造、健康とお

いしさ発信企業』とし、この企業像に近づくための実行計画として、本年４月より第二次中期計いしさ発信企業』とし、この企業像に近づくための実行計画として、本年４月より第二次中期計いしさ発信企業』とし、この企業像に近づくための実行計画として、本年４月より第二次中期計いしさ発信企業』とし、この企業像に近づくための実行計画として、本年４月より第二次中期計

画をスタートいたしました。画をスタートいたしました。画をスタートいたしました。画をスタートいたしました。    

コア事業におきましては、長年培ってきました当社独自の技術力による、新しい機能を備えたコア事業におきましては、長年培ってきました当社独自の技術力による、新しい機能を備えたコア事業におきましては、長年培ってきました当社独自の技術力による、新しい機能を備えたコア事業におきましては、長年培ってきました当社独自の技術力による、新しい機能を備えた

製品の開発や、即食・個食型製品の開発による食シーンの創出に取り組み、事業の拡充を図って製品の開発や、即食・個食型製品の開発による食シーンの創出に取り組み、事業の拡充を図って製品の開発や、即食・個食型製品の開発による食シーンの創出に取り組み、事業の拡充を図って製品の開発や、即食・個食型製品の開発による食シーンの創出に取り組み、事業の拡充を図って

まいりました。まいりました。まいりました。まいりました。    

コア育成事業では、成長が見込める健康食品事業において、スパイスの有用成分を活かした製コア育成事業では、成長が見込める健康食品事業において、スパイスの有用成分を活かした製コア育成事業では、成長が見込める健康食品事業において、スパイスの有用成分を活かした製コア育成事業では、成長が見込める健康食品事業において、スパイスの有用成分を活かした製

品の開発に注力し、基幹製品に続く柱に育成するとともに、収益性の向上に努めております。加品の開発に注力し、基幹製品に続く柱に育成するとともに、収益性の向上に努めております。加品の開発に注力し、基幹製品に続く柱に育成するとともに、収益性の向上に努めております。加品の開発に注力し、基幹製品に続く柱に育成するとともに、収益性の向上に努めております。加

えて、武田食品工業㈱のえて、武田食品工業㈱のえて、武田食品工業㈱のえて、武田食品工業㈱の事業を承継し子会社化いたしましたハウスウェルネスフーズ㈱を当中間事業を承継し子会社化いたしましたハウスウェルネスフーズ㈱を当中間事業を承継し子会社化いたしましたハウスウェルネスフーズ㈱を当中間事業を承継し子会社化いたしましたハウスウェルネスフーズ㈱を当中間

期より新たに連結グループに加え、健康食品分野での事業基盤の一層の強化を進めてまいりまし期より新たに連結グループに加え、健康食品分野での事業基盤の一層の強化を進めてまいりまし期より新たに連結グループに加え、健康食品分野での事業基盤の一層の強化を進めてまいりまし期より新たに連結グループに加え、健康食品分野での事業基盤の一層の強化を進めてまいりまし

た。た。た。た。    

海外事業では、米国子会社ハウスフーズアメリカ海外事業では、米国子会社ハウスフーズアメリカ海外事業では、米国子会社ハウスフーズアメリカ海外事業では、米国子会社ハウスフーズアメリカ Corp.Corp.Corp.Corp.において、東部地区の拠点となるニュにおいて、東部地区の拠点となるニュにおいて、東部地区の拠点となるニュにおいて、東部地区の拠点となるニュ

ージャージー工場が本年６月に本格稼働するなど、豆腐事業を積極的に展開しております。ージャージー工場が本年６月に本格稼働するなど、豆腐事業を積極的に展開しております。ージャージー工場が本年６月に本格稼働するなど、豆腐事業を積極的に展開しております。ージャージー工場が本年６月に本格稼働するなど、豆腐事業を積極的に展開しております。    

また、新規事業として前期末に参入いたしました通信販売事業では、専用商品の販売を通して、また、新規事業として前期末に参入いたしました通信販売事業では、専用商品の販売を通して、また、新規事業として前期末に参入いたしました通信販売事業では、専用商品の販売を通して、また、新規事業として前期末に参入いたしました通信販売事業では、専用商品の販売を通して、

お客さまとの接点を広げてまいりました。お客さまとの接点を広げてまいりました。お客さまとの接点を広げてまいりました。お客さまとの接点を広げてまいりました。    

一方、従来から取り組んでおりますコストダウンやサプライチェ一方、従来から取り組んでおりますコストダウンやサプライチェ一方、従来から取り組んでおりますコストダウンやサプライチェ一方、従来から取り組んでおりますコストダウンやサプライチェーンマネジメントを更に一歩ーンマネジメントを更に一歩ーンマネジメントを更に一歩ーンマネジメントを更に一歩

推し進め、原価低減につなげております。推し進め、原価低減につなげております。推し進め、原価低減につなげております。推し進め、原価低減につなげております。    

以上の結果、「ウコンの力」や「六甲のおいしい水」を中心とした健康食品事業や飲料事業が好以上の結果、「ウコンの力」や「六甲のおいしい水」を中心とした健康食品事業や飲料事業が好以上の結果、「ウコンの力」や「六甲のおいしい水」を中心とした健康食品事業や飲料事業が好以上の結果、「ウコンの力」や「六甲のおいしい水」を中心とした健康食品事業や飲料事業が好

調でありましたほか、ハウスウェルネスフーズ㈱が本年より新たに連結対象となりましたことな調でありましたほか、ハウスウェルネスフーズ㈱が本年より新たに連結対象となりましたことな調でありましたほか、ハウスウェルネスフーズ㈱が本年より新たに連結対象となりましたことな調でありましたほか、ハウスウェルネスフーズ㈱が本年より新たに連結対象となりましたことな

どから、連結売上高は１，１８５億５５百万円、前年同期比２４．５％の増収となりました。どから、連結売上高は１，１８５億５５百万円、前年同期比２４．５％の増収となりました。どから、連結売上高は１，１８５億５５百万円、前年同期比２４．５％の増収となりました。どから、連結売上高は１，１８５億５５百万円、前年同期比２４．５％の増収となりました。    

一方利益面では、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額が発生しましたも一方利益面では、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額が発生しましたも一方利益面では、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額が発生しましたも一方利益面では、ハウスウェルネスフーズ㈱の株式取得に伴うのれん償却額が発生しましたも

のの、増収による増益効果や、コストダウンおよび在庫管理の改善による効果などが着実に利益のの、増収による増益効果や、コストダウンおよび在庫管理の改善による効果などが着実に利益のの、増収による増益効果や、コストダウンおよび在庫管理の改善による効果などが着実に利益のの、増収による増益効果や、コストダウンおよび在庫管理の改善による効果などが着実に利益

に貢献しましたことに貢献しましたことに貢献しましたことに貢献しましたことから、連結営業利益は４２億３８百万円、前年同期比４７．０％の増益、連から、連結営業利益は４２億３８百万円、前年同期比４７．０％の増益、連から、連結営業利益は４２億３８百万円、前年同期比４７．０％の増益、連から、連結営業利益は４２億３８百万円、前年同期比４７．０％の増益、連

結経常利益は、４４億８９百万円、前年同期比２９．５％の増益となりました。連結中間純利益結経常利益は、４４億８９百万円、前年同期比２９．５％の増益となりました。連結中間純利益結経常利益は、４４億８９百万円、前年同期比２９．５％の増益となりました。連結中間純利益結経常利益は、４４億８９百万円、前年同期比２９．５％の増益となりました。連結中間純利益
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につきましては、遊休不動産や投資有価証券の売却益の発生もありましたことから、２８億７９につきましては、遊休不動産や投資有価証券の売却益の発生もありましたことから、２８億７９につきましては、遊休不動産や投資有価証券の売却益の発生もありましたことから、２８億７９につきましては、遊休不動産や投資有価証券の売却益の発生もありましたことから、２８億７９

百万円、前年同期比５２．７％の増益となりました。百万円、前年同期比５２．７％の増益となりました。百万円、前年同期比５２．７％の増益となりました。百万円、前年同期比５２．７％の増益となりました。    

    

２．事業の種類別販売の状況２．事業の種類別販売の状況２．事業の種類別販売の状況２．事業の種類別販売の状況    
（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）    

    連結売上高連結売上高連結売上高連結売上高    前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比((((％％％％))))    

    

香辛食品類香辛食品類香辛食品類香辛食品類    
加工食品類加工食品類加工食品類加工食品類    
調理済食品類調理済食品類調理済食品類調理済食品類    
飲料・ｽﾅｯｸ類他飲料・ｽﾅｯｸ類他飲料・ｽﾅｯｸ類他飲料・ｽﾅｯｸ類他    

31,53131,53131,53131,531    
15,61715,61715,61715,617    
20,09020,09020,09020,090    
46,00546,00546,00546,005    

97.897.897.897.8    
97.697.697.697.6    
96969696.5.5.5.5    
215.8215.8215.8215.8    

食 料食 料食 料食 料 品品品品    113,242113,242113,242113,242    125.3125.3125.3125.3    

運送・倉庫業他運送・倉庫業他運送・倉庫業他運送・倉庫業他    5,3135,3135,3135,313    110.7110.7110.7110.7    

合合合合                計計計計    118,555118,555118,555118,555    124.5124.5124.5124.5    

    

＜食料品＞＜食料品＞＜食料品＞＜食料品＞    

[[[[香辛食品類香辛食品類香辛食品類香辛食品類]]]]    

ルウカレー製品は、前期発売の「プライムカレー」が、当社独自の製法・技術による新しい機ルウカレー製品は、前期発売の「プライムカレー」が、当社独自の製法・技術による新しい機ルウカレー製品は、前期発売の「プライムカレー」が、当社独自の製法・技術による新しい機ルウカレー製品は、前期発売の「プライムカレー」が、当社独自の製法・技術による新しい機

能を備えたルウカレーとして、売上拡大に寄与いたしましたほか、同じく前期に発売の新製品「北能を備えたルウカレーとして、売上拡大に寄与いたしましたほか、同じく前期に発売の新製品「北能を備えたルウカレーとして、売上拡大に寄与いたしましたほか、同じく前期に発売の新製品「北能を備えたルウカレーとして、売上拡大に寄与いたしましたほか、同じく前期に発売の新製品「北

海道ホワイトカレー」も、クリームソースベースの新規性のあるカレーメニューとして大きなご海道ホワイトカレー」も、クリームソースベースの新規性のあるカレーメニューとして大きなご海道ホワイトカレー」も、クリームソースベースの新規性のあるカレーメニューとして大きなご海道ホワイトカレー」も、クリームソースベースの新規性のあるカレーメニューとして大きなご

支持をいただきました。しかしながら、既存製品の「ジャワカレー」、「こくまろカレー支持をいただきました。しかしながら、既存製品の「ジャワカレー」、「こくまろカレー支持をいただきました。しかしながら、既存製品の「ジャワカレー」、「こくまろカレー支持をいただきました。しかしながら、既存製品の「ジャワカレー」、「こくまろカレー」が低調」が低調」が低調」が低調

で、全体では前年実績を下回りました。で、全体では前年実績を下回りました。で、全体では前年実績を下回りました。で、全体では前年実績を下回りました。    

スパイス製品は、洋風スパイスの「ギャバン」が多くのお客さまからご支持をいただきましたスパイス製品は、洋風スパイスの「ギャバン」が多くのお客さまからご支持をいただきましたスパイス製品は、洋風スパイスの「ギャバン」が多くのお客さまからご支持をいただきましたスパイス製品は、洋風スパイスの「ギャバン」が多くのお客さまからご支持をいただきました

ものの、「ねりスパイス」が厳しい競合のなか軟調に推移しましたほか、「冷しゃぶドレッシング」ものの、「ねりスパイス」が厳しい競合のなか軟調に推移しましたほか、「冷しゃぶドレッシング」ものの、「ねりスパイス」が厳しい競合のなか軟調に推移しましたほか、「冷しゃぶドレッシング」ものの、「ねりスパイス」が厳しい競合のなか軟調に推移しましたほか、「冷しゃぶドレッシング」

も前年割れとなりましたことから、全体では減収となりました。も前年割れとなりましたことから、全体では減収となりました。も前年割れとなりましたことから、全体では減収となりました。も前年割れとなりましたことから、全体では減収となりました。    
    

[[[[加工食品類加工食品類加工食品類加工食品類]]]]    

シチュー製品は、お湯をかけるだけで本格的なシチューのおいしさをお楽しみいただける「カシチュー製品は、お湯をかけるだけで本格的なシチューのおいしさをお楽しみいただける「カシチュー製品は、お湯をかけるだけで本格的なシチューのおいしさをお楽しみいただける「カシチュー製品は、お湯をかけるだけで本格的なシチューのおいしさをお楽しみいただける「カ

ップシチュー」のアイテム拡大や、チャウダー製品の新メニュー「完熟トマトのチャウダー」のップシチュー」のアイテム拡大や、チャウダー製品の新メニュー「完熟トマトのチャウダー」のップシチュー」のアイテム拡大や、チャウダー製品の新メニュー「完熟トマトのチャウダー」のップシチュー」のアイテム拡大や、チャウダー製品の新メニュー「完熟トマトのチャウダー」の

発売が、売上に寄与いたしました。しかしながら発売が、売上に寄与いたしました。しかしながら発売が、売上に寄与いたしました。しかしながら発売が、売上に寄与いたしました。しかしながら、「こくまろシチュー」、「シチューミクス」など、「こくまろシチュー」、「シチューミクス」など、「こくまろシチュー」、「シチューミクス」など、「こくまろシチュー」、「シチューミクス」など

が軟調に推移いたしました結果、全体では前年実績を割り込みました。が軟調に推移いたしました結果、全体では前年実績を割り込みました。が軟調に推移いたしました結果、全体では前年実績を割り込みました。が軟調に推移いたしました結果、全体では前年実績を割り込みました。    

ハヤシ製品は、前期発売の「こくまろハヤシ」の市場導入が進んだことにより、前年を上回るハヤシ製品は、前期発売の「こくまろハヤシ」の市場導入が進んだことにより、前年を上回るハヤシ製品は、前期発売の「こくまろハヤシ」の市場導入が進んだことにより、前年を上回るハヤシ製品は、前期発売の「こくまろハヤシ」の市場導入が進んだことにより、前年を上回る

結果となりました。結果となりました。結果となりました。結果となりました。    

袋麺製品は、利益をより重視する販売政策を進めるなかで、ロングセラー商品の「うまかっち袋麺製品は、利益をより重視する販売政策を進めるなかで、ロングセラー商品の「うまかっち袋麺製品は、利益をより重視する販売政策を進めるなかで、ロングセラー商品の「うまかっち袋麺製品は、利益をより重視する販売政策を進めるなかで、ロングセラー商品の「うまかっち

ゃん」は底堅い動きを示しましたが、全体では減収となりました。ゃん」は底堅い動きを示しましたが、全体では減収となりました。ゃん」は底堅い動きを示しましたが、全体では減収となりました。ゃん」は底堅い動きを示しましたが、全体では減収となりました。    

    

[[[[調理済食品類調理済食品類調理済食品類調理済食品類]]]]    

レトルトカレー製品は、競合製品が多く、また、中食・外食など他業態の影響も受けるなか、レトルトカレー製品は、競合製品が多く、また、中食・外食など他業態の影響も受けるなか、レトルトカレー製品は、競合製品が多く、また、中食・外食など他業態の影響も受けるなか、レトルトカレー製品は、競合製品が多く、また、中食・外食など他業態の影響も受けるなか、
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主主主主力力力力のののの「「「「 屋屋屋屋カカカカレレレレーーーー」」」」はははは安安安安定定定定的的的的にににに推推推推移移移移いいいいたたたたししししまままましししし たものの、「ククレカレー」や「カレーマルシたものの、「ククレカレー」や「カレーマルシたものの、「ククレカレー」や「カレーマルシたものの、「ククレカレー」や「カレーマルシ

ェ」が苦戦を強いられ、全体では減収となりました。ェ」が苦戦を強いられ、全体では減収となりました。ェ」が苦戦を強いられ、全体では減収となりました。ェ」が苦戦を強いられ、全体では減収となりました。    

総菜、焼成パン事業では、調理サラダが順調に売上を伸ばしましたほか、デザート製品が堅調総菜、焼成パン事業では、調理サラダが順調に売上を伸ばしましたほか、デザート製品が堅調総菜、焼成パン事業では、調理サラダが順調に売上を伸ばしましたほか、デザート製品が堅調総菜、焼成パン事業では、調理サラダが順調に売上を伸ばしましたほか、デザート製品が堅調

な動きを示しましたが、パン製品が低調でありましたことから、全体では前年実績を下回りましな動きを示しましたが、パン製品が低調でありましたことから、全体では前年実績を下回りましな動きを示しましたが、パン製品が低調でありましたことから、全体では前年実績を下回りましな動きを示しましたが、パン製品が低調でありましたことから、全体では前年実績を下回りまし

た。た。た。た。    

米国豆腐事業は、健康食品として豆腐に対する関心が一段と高まるなか、米国で２番目の豆腐米国豆腐事業は、健康食品として豆腐に対する関心が一段と高まるなか、米国で２番目の豆腐米国豆腐事業は、健康食品として豆腐に対する関心が一段と高まるなか、米国で２番目の豆腐米国豆腐事業は、健康食品として豆腐に対する関心が一段と高まるなか、米国で２番目の豆腐

工場であるニュージャージー工場の本格稼働もあり、売上を拡大しております。工場であるニュージャージー工場の本格稼働もあり、売上を拡大しております。工場であるニュージャージー工場の本格稼働もあり、売上を拡大しております。工場であるニュージャージー工場の本格稼働もあり、売上を拡大しております。    

    

[[[[飲料・スナック類他飲料・スナック類他飲料・スナック類他飲料・スナック類他]]]]    

健康食品では、都市圏を中心としたキャンペーン活動やトライアル健康食品では、都市圏を中心としたキャンペーン活動やトライアル健康食品では、都市圏を中心としたキャンペーン活動やトライアル健康食品では、都市圏を中心としたキャンペーン活動やトライアル促進のためのサンプリング促進のためのサンプリング促進のためのサンプリング促進のためのサンプリング

活動を積極的に展開いたしました「ウコンの力」が引き続き好調に推移しましたことに加え、「力」活動を積極的に展開いたしました「ウコンの力」が引き続き好調に推移しましたことに加え、「力」活動を積極的に展開いたしました「ウコンの力」が引き続き好調に推移しましたことに加え、「力」活動を積極的に展開いたしました「ウコンの力」が引き続き好調に推移しましたことに加え、「力」

シリーズの第２弾「ニンニクの力」も売上を伸ばしました。また、本年より連結対象に加えたハシリーズの第２弾「ニンニクの力」も売上を伸ばしました。また、本年より連結対象に加えたハシリーズの第２弾「ニンニクの力」も売上を伸ばしました。また、本年より連結対象に加えたハシリーズの第２弾「ニンニクの力」も売上を伸ばしました。また、本年より連結対象に加えたハ

ウスウェルネスフーズ㈱が販売する「レモンウォーター」、「ビタミンレモン」をはじめとする健ウスウェルネスフーズ㈱が販売する「レモンウォーター」、「ビタミンレモン」をはじめとする健ウスウェルネスフーズ㈱が販売する「レモンウォーター」、「ビタミンレモン」をはじめとする健ウスウェルネスフーズ㈱が販売する「レモンウォーター」、「ビタミンレモン」をはじめとする健

康飲料の売上が寄与し、全体では大幅に前年を上回りました。康飲料の売上が寄与し、全体では大幅に前年を上回りました。康飲料の売上が寄与し、全体では大幅に前年を上回りました。康飲料の売上が寄与し、全体では大幅に前年を上回りました。    

ドリンク製品は、「六甲のおいしい水」が引き続き好調な売上を示しました。ドリンク製品は、「六甲のおいしい水」が引き続き好調な売上を示しました。ドリンク製品は、「六甲のおいしい水」が引き続き好調な売上を示しました。ドリンク製品は、「六甲のおいしい水」が引き続き好調な売上を示しました。    

スナック製品は、プロのためのスパイス“ギャバン”を使用した新製品「ギャバンポテトチッスナック製品は、プロのためのスパイス“ギャバン”を使用した新製品「ギャバンポテトチッスナック製品は、プロのためのスパイス“ギャバン”を使用した新製品「ギャバンポテトチッスナック製品は、プロのためのスパイス“ギャバン”を使用した新製品「ギャバンポテトチッ

プス」が、プス」が、プス」が、プス」が、斬新なパッケージとスパイシーな味わいに対するご支持をいただきましたほか、「オー・斬新なパッケージとスパイシーな味わいに対するご支持をいただきましたほか、「オー・斬新なパッケージとスパイシーな味わいに対するご支持をいただきましたほか、「オー・斬新なパッケージとスパイシーな味わいに対するご支持をいただきましたほか、「オー・

ザック」がバラエティ製品の発売もあり順調に売上を伸ばしましたことにより、増収となりましザック」がバラエティ製品の発売もあり順調に売上を伸ばしましたことにより、増収となりましザック」がバラエティ製品の発売もあり順調に売上を伸ばしましたことにより、増収となりましザック」がバラエティ製品の発売もあり順調に売上を伸ばしましたことにより、増収となりまし

た。た。た。た。    

デザート製品は、夏季限定のフローズンタイプデザート「スムージーフルーチェ」がご好評をデザート製品は、夏季限定のフローズンタイプデザート「スムージーフルーチェ」がご好評をデザート製品は、夏季限定のフローズンタイプデザート「スムージーフルーチェ」がご好評をデザート製品は、夏季限定のフローズンタイプデザート「スムージーフルーチェ」がご好評を

いただきましたことなどから、全体では前年並みの実績を確保いたしました。いただきましたことなどから、全体では前年並みの実績を確保いたしました。いただきましたことなどから、全体では前年並みの実績を確保いたしました。いただきましたことなどから、全体では前年並みの実績を確保いたしました。    

中国および米国におけるレストラン事業は、既存店舗が着実に実績をあげていることに加え、中国および米国におけるレストラン事業は、既存店舗が着実に実績をあげていることに加え、中国および米国におけるレストラン事業は、既存店舗が着実に実績をあげていることに加え、中国および米国におけるレストラン事業は、既存店舗が着実に実績をあげていることに加え、

継続的な店舗展開を行ってまいりました結果、売上を伸ばしております。継続的な店舗展開を行ってまいりました結果、売上を伸ばしております。継続的な店舗展開を行ってまいりました結果、売上を伸ばしております。継続的な店舗展開を行ってまいりました結果、売上を伸ばしております。    

各製品グループに亘っている業務用各製品グループに亘っている業務用各製品グループに亘っている業務用各製品グループに亘っている業務用分野では、パンフィリング等を中心にレトルト製品が前年分野では、パンフィリング等を中心にレトルト製品が前年分野では、パンフィリング等を中心にレトルト製品が前年分野では、パンフィリング等を中心にレトルト製品が前年

実績を大きく上回りましたことなどから、売上を拡大いたしました。実績を大きく上回りましたことなどから、売上を拡大いたしました。実績を大きく上回りましたことなどから、売上を拡大いたしました。実績を大きく上回りましたことなどから、売上を拡大いたしました。    

    

＜運送・倉庫業他＞＜運送・倉庫業他＞＜運送・倉庫業他＞＜運送・倉庫業他＞    

物流事業は、当社グループ内の取引増加に加え、グループ外での取引の開拓を積極的に進めて物流事業は、当社グループ内の取引増加に加え、グループ外での取引の開拓を積極的に進めて物流事業は、当社グループ内の取引増加に加え、グループ外での取引の開拓を積極的に進めて物流事業は、当社グループ内の取引増加に加え、グループ外での取引の開拓を積極的に進めて

まいりましたことから、増収となりました。まいりましたことから、増収となりました。まいりましたことから、増収となりました。まいりましたことから、増収となりました。    

また食品分析事業では、高い技術力やノウハウを活かし、分析業務の充実に努めましたほか、また食品分析事業では、高い技術力やノウハウを活かし、分析業務の充実に努めましたほか、また食品分析事業では、高い技術力やノウハウを活かし、分析業務の充実に努めましたほか、また食品分析事業では、高い技術力やノウハウを活かし、分析業務の充実に努めましたほか、

品質コンサルティング業務に取り組み、順調に推移いたしました。品質コンサルティング業務に取り組み、順調に推移いたしました。品質コンサルティング業務に取り組み、順調に推移いたしました。品質コンサルティング業務に取り組み、順調に推移いたしました。    
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３．通期の見通し３．通期の見通し３．通期の見通し３．通期の見通し    

今後の見通しでございますが、企業収益の増加や雇用情勢の改善により、景気は概ね回復基今後の見通しでございますが、企業収益の増加や雇用情勢の改善により、景気は概ね回復基今後の見通しでございますが、企業収益の増加や雇用情勢の改善により、景気は概ね回復基今後の見通しでございますが、企業収益の増加や雇用情勢の改善により、景気は概ね回復基調調調調

を維持すると思われますが、原油価格の動向や米国景気の減速が国内外の経済に与える影響が懸を維持すると思われますが、原油価格の動向や米国景気の減速が国内外の経済に与える影響が懸を維持すると思われますが、原油価格の動向や米国景気の減速が国内外の経済に与える影響が懸を維持すると思われますが、原油価格の動向や米国景気の減速が国内外の経済に与える影響が懸

念されております。生活関連業界におきましては、これまで以上に選別消費の傾向が強まるなか念されております。生活関連業界におきましては、これまで以上に選別消費の傾向が強まるなか念されております。生活関連業界におきましては、これまで以上に選別消費の傾向が強まるなか念されております。生活関連業界におきましては、これまで以上に選別消費の傾向が強まるなか

で、お客さまのライフスタイルや嗜好の変化にお応えできる価値ある製品や、安全で安心な製品で、お客さまのライフスタイルや嗜好の変化にお応えできる価値ある製品や、安全で安心な製品で、お客さまのライフスタイルや嗜好の変化にお応えできる価値ある製品や、安全で安心な製品で、お客さまのライフスタイルや嗜好の変化にお応えできる価値ある製品や、安全で安心な製品

をお届けすることが企業に求められております。加えて、内部統制システムの構築やコンプライをお届けすることが企業に求められております。加えて、内部統制システムの構築やコンプライをお届けすることが企業に求められております。加えて、内部統制システムの構築やコンプライをお届けすることが企業に求められております。加えて、内部統制システムの構築やコンプライ

アンス体制の充実、環境活動への積極的な参画など、企業の社会的責任も一段と重要視されてきアンス体制の充実、環境活動への積極的な参画など、企業の社会的責任も一段と重要視されてきアンス体制の充実、環境活動への積極的な参画など、企業の社会的責任も一段と重要視されてきアンス体制の充実、環境活動への積極的な参画など、企業の社会的責任も一段と重要視されてき

ております。ております。ております。ております。    

当社グループでは、第２次中期計画を推進するなかで、既存事業の拡充は当社グループでは、第２次中期計画を推進するなかで、既存事業の拡充は当社グループでは、第２次中期計画を推進するなかで、既存事業の拡充は当社グループでは、第２次中期計画を推進するなかで、既存事業の拡充はもちろんのこと、当もちろんのこと、当もちろんのこと、当もちろんのこと、当

社の強みを活かした新規事業や海外事業に対しても適切に経営資源を配分し、事業拡大に取り組社の強みを活かした新規事業や海外事業に対しても適切に経営資源を配分し、事業拡大に取り組社の強みを活かした新規事業や海外事業に対しても適切に経営資源を配分し、事業拡大に取り組社の強みを活かした新規事業や海外事業に対しても適切に経営資源を配分し、事業拡大に取り組

んでおります。んでおります。んでおります。んでおります。    

カレー、シチュー等のコア事業では、従来のファミリー向け製品の充実に加え、お客さまの多カレー、シチュー等のコア事業では、従来のファミリー向け製品の充実に加え、お客さまの多カレー、シチュー等のコア事業では、従来のファミリー向け製品の充実に加え、お客さまの多カレー、シチュー等のコア事業では、従来のファミリー向け製品の充実に加え、お客さまの多

様なご要望にお応えすべく、パーソナル向け製品のご提案も進め、マーケットの拡大に努めてま様なご要望にお応えすべく、パーソナル向け製品のご提案も進め、マーケットの拡大に努めてま様なご要望にお応えすべく、パーソナル向け製品のご提案も進め、マーケットの拡大に努めてま様なご要望にお応えすべく、パーソナル向け製品のご提案も進め、マーケットの拡大に努めてま

いります。いります。いります。いります。    

コア事業への育成をめざす健康食品につきましては、今後の有望市場としてより一層注力し、コア事業への育成をめざす健康食品につきましては、今後の有望市場としてより一層注力し、コア事業への育成をめざす健康食品につきましては、今後の有望市場としてより一層注力し、コア事業への育成をめざす健康食品につきましては、今後の有望市場としてより一層注力し、

新たな需要を喚起するとともに、ハウスウェルネスフーズ㈱の技術力と商品開発力を活かし、ま新たな需要を喚起するとともに、ハウスウェルネスフーズ㈱の技術力と商品開発力を活かし、ま新たな需要を喚起するとともに、ハウスウェルネスフーズ㈱の技術力と商品開発力を活かし、ま新たな需要を喚起するとともに、ハウスウェルネスフーズ㈱の技術力と商品開発力を活かし、ま

た当社とのシナジーを追求していくことで、た当社とのシナジーを追求していくことで、た当社とのシナジーを追求していくことで、た当社とのシナジーを追求していくことで、業容の拡大と収益性の向上を図ってまいります。業容の拡大と収益性の向上を図ってまいります。業容の拡大と収益性の向上を図ってまいります。業容の拡大と収益性の向上を図ってまいります。    

米国豆腐事業では、全米でのシェア№１をめざし、従来の西海岸中心の展開に加え、東部地区米国豆腐事業では、全米でのシェア№１をめざし、従来の西海岸中心の展開に加え、東部地区米国豆腐事業では、全米でのシェア№１をめざし、従来の西海岸中心の展開に加え、東部地区米国豆腐事業では、全米でのシェア№１をめざし、従来の西海岸中心の展開に加え、東部地区

でも積極展開してまいります。でも積極展開してまいります。でも積極展開してまいります。でも積極展開してまいります。    

中国事業では、ルウ、レトルトの両面から家庭用カレーの伝播に努め、日本式カレーの一層の中国事業では、ルウ、レトルトの両面から家庭用カレーの伝播に努め、日本式カレーの一層の中国事業では、ルウ、レトルトの両面から家庭用カレーの伝播に努め、日本式カレーの一層の中国事業では、ルウ、レトルトの両面から家庭用カレーの伝播に努め、日本式カレーの一層の

普及を図ってまいります。カレーレストラン事業につきましては、上海で５店目の店舗を開店す普及を図ってまいります。カレーレストラン事業につきましては、上海で５店目の店舗を開店す普及を図ってまいります。カレーレストラン事業につきましては、上海で５店目の店舗を開店す普及を図ってまいります。カレーレストラン事業につきましては、上海で５店目の店舗を開店す

るなど順調に事業拡大しており、今後も店舗展開をスピーディーに進めてまいります。るなど順調に事業拡大しており、今後も店舗展開をスピーディーに進めてまいります。るなど順調に事業拡大しており、今後も店舗展開をスピーディーに進めてまいります。るなど順調に事業拡大しており、今後も店舗展開をスピーディーに進めてまいります。    

通期の業績につきましては、連結売上高は２通期の業績につきましては、連結売上高は２通期の業績につきましては、連結売上高は２通期の業績につきましては、連結売上高は２,,,,３５０億円（前期比１２２．７％）、連結営業利３５０億円（前期比１２２．７％）、連結営業利３５０億円（前期比１２２．７％）、連結営業利３５０億円（前期比１２２．７％）、連結営業利

益は７９億円（前益は７９億円（前益は７９億円（前益は７９億円（前期比１０８．６％）、連結経常利益は８６億円（前期比１０６．９％）、連結当期比１０８．６％）、連結経常利益は８６億円（前期比１０６．９％）、連結当期比１０８．６％）、連結経常利益は８６億円（前期比１０６．９％）、連結当期比１０８．６％）、連結経常利益は８６億円（前期比１０６．９％）、連結当

期純利益は４７億円（前期比１０８．１％）を予定しております。期純利益は４７億円（前期比１０８．１％）を予定しております。期純利益は４７億円（前期比１０８．１％）を予定しております。期純利益は４７億円（前期比１０８．１％）を予定しております。    



連連連連----12121212    

４．財政状態の状況４．財政状態の状況４．財政状態の状況４．財政状態の状況    

当中間連結会計期間におきましては、ハウスウェルネスフーズ㈱の子会社化に伴い、同社の当中間連結会計期間におきましては、ハウスウェルネスフーズ㈱の子会社化に伴い、同社の当中間連結会計期間におきましては、ハウスウェルネスフーズ㈱の子会社化に伴い、同社の当中間連結会計期間におきましては、ハウスウェルネスフーズ㈱の子会社化に伴い、同社の

受取手形・売掛金の増加やのれんを計上しましたことなどにより、資産合計は、前期末に比べ受取手形・売掛金の増加やのれんを計上しましたことなどにより、資産合計は、前期末に比べ受取手形・売掛金の増加やのれんを計上しましたことなどにより、資産合計は、前期末に比べ受取手形・売掛金の増加やのれんを計上しましたことなどにより、資産合計は、前期末に比べ        

１８５億５百万円増加いたしました。同様に支払手形・買掛金ならびに未払金の増加などによ１８５億５百万円増加いたしました。同様に支払手形・買掛金ならびに未払金の増加などによ１８５億５百万円増加いたしました。同様に支払手形・買掛金ならびに未払金の増加などによ１８５億５百万円増加いたしました。同様に支払手形・買掛金ならびに未払金の増加などによ

り、負債合計は、前期末に比べ１５６億５４百万円増加いたしました。また、少数株主持分のり、負債合計は、前期末に比べ１５６億５４百万円増加いたしました。また、少数株主持分のり、負債合計は、前期末に比べ１５６億５４百万円増加いたしました。また、少数株主持分のり、負債合計は、前期末に比べ１５６億５４百万円増加いたしました。また、少数株主持分の

増加などにより、純増加などにより、純増加などにより、純増加などにより、純資産合計は、２８億５２百万円増加いたしました。資産合計は、２８億５２百万円増加いたしました。資産合計は、２８億５２百万円増加いたしました。資産合計は、２８億５２百万円増加いたしました。    

当中間連結会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フ当中間連結会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フ当中間連結会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フ当中間連結会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フ

ロー３５億２９百万円に対し、「連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出」等の投ロー３５億２９百万円に対し、「連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出」等の投ロー３５億２９百万円に対し、「連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出」等の投ロー３５億２９百万円に対し、「連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出」等の投

資活動によるキャッシュ・フロー２０４億３０百万円、「配当金の支払」等の財務活動によるキ資活動によるキャッシュ・フロー２０４億３０百万円、「配当金の支払」等の財務活動によるキ資活動によるキャッシュ・フロー２０４億３０百万円、「配当金の支払」等の財務活動によるキ資活動によるキャッシュ・フロー２０４億３０百万円、「配当金の支払」等の財務活動によるキ

ャッシュ・フロー２３億４３百万円を減じました結果、当中間連結会計期間末の現金及び現金ャッシュ・フロー２３億４３百万円を減じました結果、当中間連結会計期間末の現金及び現金ャッシュ・フロー２３億４３百万円を減じました結果、当中間連結会計期間末の現金及び現金ャッシュ・フロー２３億４３百万円を減じました結果、当中間連結会計期間末の現金及び現金

同等物の残高は２７４億８３百万円となり、期首残高より１９２億７０百万円減少いたしまし同等物の残高は２７４億８３百万円となり、期首残高より１９２億７０百万円減少いたしまし同等物の残高は２７４億８３百万円となり、期首残高より１９２億７０百万円減少いたしまし同等物の残高は２７４億８３百万円となり、期首残高より１９２億７０百万円減少いたしまし

た。た。た。た。    

（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）    

    平成平成平成平成18181818年年年年3333月期月期月期月期    
中間期中間期中間期中間期    

平成平成平成平成19191919年年年年3333月期月期月期月期    
中間期中間期中間期中間期    対前年増減額対前年増減額対前年増減額対前年増減額    

平成平成平成平成 18181818 年年年年    
3333 月期月期月期月期    

営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー    2,6092,6092,6092,609    3,5293,5293,5293,529    920920920920    9,7959,7959,7959,795    

投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー    △△△△5,5905,5905,5905,590    △△△△20,43020,43020,43020,430    △△△△14,84014,84014,84014,840    △△△△12,59012,59012,59012,590    

財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー    △△△△2,3482,3482,3482,348    △△△△2,3432,3432,3432,343    6666    △△△△2,3542,3542,3542,354    

現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額    172172172172    △△△△26262626    △△△△198198198198    366366366366    

現金及び現金同等物の減少額現金及び現金同等物の減少額現金及び現金同等物の減少額現金及び現金同等物の減少額    △△△△5,1575,1575,1575,157    △△△△19,27019,27019,27019,270    △△△△14,11214,11214,11214,112    △△△△4,7834,7834,7834,783    

現金及び現金同等物期現金及び現金同等物期現金及び現金同等物期現金及び現金同等物期首残高首残高首残高首残高    51,53651,53651,53651,536    46,75346,75346,75346,753    △△△△4,7834,7834,7834,783    51,53651,53651,53651,536    

現金及び現金同等物期末残高現金及び現金同等物期末残高現金及び現金同等物期末残高現金及び現金同等物期末残高    46,37946,37946,37946,379    27,48327,48327,48327,483    △△△△18,89618,89618,89618,896    46,75346,75346,75346,753    

なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標は次のとおりであります。なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標は次のとおりであります。なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標は次のとおりであります。なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標は次のとおりであります。    

    平成平成平成平成17171717年年年年3333月期月期月期月期    
中間期中間期中間期中間期    

平成平成平成平成18181818年年年年3333月期月期月期月期    
中間期中間期中間期中間期    

平成平成平成平成19191919年年年年3333月期月期月期月期    
中間期中間期中間期中間期    

平成平成平成平成 17171717 年年年年    
3333 月期月期月期月期    

平成平成平成平成 18181818 年年年年    
3333 月期月期月期月期    

自己資本比率（％）自己資本比率（％）自己資本比率（％）自己資本比率（％）    ８１．６８１．６８１．６８１．６    ８１．４８１．４８１．４８１．４    ７５．１７５．１７５．１７５．１        ８２．６８２．６８２．６８２．６        ８１．９８１．９８１．９８１．９    

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％）時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％）時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％）時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％）    ７６．１７６．１７６．１７６．１    ８６．７８６．７８６．７８６．７    ８７．９８７．９８７．９８７．９    ７９．２７９．２７９．２７９．２    ９４．２９４．２９４．２９４．２    

債務償債務償債務償債務償還年数（年）還年数（年）還年数（年）還年数（年）    １．５１．５１．５１．５    ０．１０．１０．１０．１    ０．２０．２０．２０．２            ０．１０．１０．１０．１            ０．００．００．００．０    

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ    ２８．０２８．０２８．０２８．０    １６４．２１６４．２１６４．２１６４．２    ５９２．０５９２．０５９２．０５９２．０    ３６３．６３６３．６３６３．６３６３．６    ６７７．７６７７．７６７７．７６７７．７    

（注）自己資本比率：自己資本／総資産（注）自己資本比率：自己資本／総資産（注）自己資本比率：自己資本／総資産（注）自己資本比率：自己資本／総資産    

            時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産    

            債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー    

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払いインタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払いインタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払いインタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い    

            1.1.1.1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。    

            2.2.2.2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式数を控除）により算出株式数を控除）により算出株式数を控除）により算出株式数を控除）により算出
しております。しております。しております。しております。    

            3.3.3.3.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッ営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッ営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッ営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッ
シュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されているシュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されているシュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されているシュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている
負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いに負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いに負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いに負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いに
ついては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。ついては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。ついては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。ついては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。    



連連連連----13131313    

５．事業等のリスク５．事業等のリスク５．事業等のリスク５．事業等のリスク    

当社グループの経営成績および財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のよ当社グループの経営成績および財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のよ当社グループの経営成績および財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のよ当社グループの経営成績および財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のよ

うなものがあります。なお、記載内容のうち将来に関する事項うなものがあります。なお、記載内容のうち将来に関する事項うなものがあります。なお、記載内容のうち将来に関する事項うなものがあります。なお、記載内容のうち将来に関する事項は、平成１８年９月３０日現在は、平成１８年９月３０日現在は、平成１８年９月３０日現在は、平成１８年９月３０日現在

において判断したものであります。において判断したものであります。において判断したものであります。において判断したものであります。    

    (1)(1)(1)(1)食品の安全性の問題食品の安全性の問題食品の安全性の問題食品の安全性の問題    

食品業界におきましては、ＢＳＥや鳥インフルエンザの流行など、食の安全・安心に係る問題食品業界におきましては、ＢＳＥや鳥インフルエンザの流行など、食の安全・安心に係る問題食品業界におきましては、ＢＳＥや鳥インフルエンザの流行など、食の安全・安心に係る問題食品業界におきましては、ＢＳＥや鳥インフルエンザの流行など、食の安全・安心に係る問題

が近年多発いたしました。そのような環境のなか、消費者の品質に対する要求は一段と高まってが近年多発いたしました。そのような環境のなか、消費者の品質に対する要求は一段と高まってが近年多発いたしました。そのような環境のなか、消費者の品質に対する要求は一段と高まってが近年多発いたしました。そのような環境のなか、消費者の品質に対する要求は一段と高まって

きております。当社では、全社に亘り、製品の品質を確認する専門部署として品質検証部を設置きております。当社では、全社に亘り、製品の品質を確認する専門部署として品質検証部を設置きております。当社では、全社に亘り、製品の品質を確認する専門部署として品質検証部を設置きております。当社では、全社に亘り、製品の品質を確認する専門部署として品質検証部を設置

するとともに、トレーサビリティの仕組の構築に注力するなど、品質管理体制の強化に努めておするとともに、トレーサビリティの仕組の構築に注力するなど、品質管理体制の強化に努めておするとともに、トレーサビリティの仕組の構築に注力するなど、品質管理体制の強化に努めておするとともに、トレーサビリティの仕組の構築に注力するなど、品質管理体制の強化に努めてお

ります。しかしながら、社会全般に亘る品質問題など、上記の取り組みの範囲を超えた事ります。しかしながら、社会全般に亘る品質問題など、上記の取り組みの範囲を超えた事ります。しかしながら、社会全般に亘る品質問題など、上記の取り組みの範囲を超えた事ります。しかしながら、社会全般に亘る品質問題など、上記の取り組みの範囲を超えた事象が発象が発象が発象が発

生した場合は、当社グループの業績に影響を及ぼすリスクがあります。生した場合は、当社グループの業績に影響を及ぼすリスクがあります。生した場合は、当社グループの業績に影響を及ぼすリスクがあります。生した場合は、当社グループの業績に影響を及ぼすリスクがあります。    

    (2)(2)(2)(2)天候や自然災害天候や自然災害天候や自然災害天候や自然災害    

当社グループの食料品事業は、冷夏や猛暑などの季節要因もリスクとなる可能性があります。当社グループの食料品事業は、冷夏や猛暑などの季節要因もリスクとなる可能性があります。当社グループの食料品事業は、冷夏や猛暑などの季節要因もリスクとなる可能性があります。当社グループの食料品事業は、冷夏や猛暑などの季節要因もリスクとなる可能性があります。    

また、地震、台風など大規模な自然災害の発生により、設備が損害を受け、当社グループにおまた、地震、台風など大規模な自然災害の発生により、設備が損害を受け、当社グループにおまた、地震、台風など大規模な自然災害の発生により、設備が損害を受け、当社グループにおまた、地震、台風など大規模な自然災害の発生により、設備が損害を受け、当社グループにお

ける生産等事業活動に支障をきたすリスクが考えられます。ける生産等事業活動に支障をきたすリスクが考えられます。ける生産等事業活動に支障をきたすリスクが考えられます。ける生産等事業活動に支障をきたすリスクが考えられます。    

    (3)(3)(3)(3)原材料の調達および価格の変動原材料の調達および価格の変動原材料の調達および価格の変動原材料の調達および価格の変動    

製品の主要原材料は、小麦粉・香辛料などの農産物および包材に使用する石油製品であり、原製品の主要原材料は、小麦粉・香辛料などの農産物および包材に使用する石油製品であり、原製品の主要原材料は、小麦粉・香辛料などの農産物および包材に使用する石油製品であり、原製品の主要原材料は、小麦粉・香辛料などの農産物および包材に使用する石油製品であり、原

産地での異常気象などによる不作や、紛争などの発生により、安定調達が困産地での異常気象などによる不作や、紛争などの発生により、安定調達が困産地での異常気象などによる不作や、紛争などの発生により、安定調達が困産地での異常気象などによる不作や、紛争などの発生により、安定調達が困難になる可能性があ難になる可能性があ難になる可能性があ難になる可能性があ

り、また、そのことで価格が高騰した場合に製造コストが上昇し、当社グループの業績に影響をり、また、そのことで価格が高騰した場合に製造コストが上昇し、当社グループの業績に影響をり、また、そのことで価格が高騰した場合に製造コストが上昇し、当社グループの業績に影響をり、また、そのことで価格が高騰した場合に製造コストが上昇し、当社グループの業績に影響を

及ぼすリスクがあります。及ぼすリスクがあります。及ぼすリスクがあります。及ぼすリスクがあります。    

    (4)(4)(4)(4)法的規制等の影響法的規制等の影響法的規制等の影響法的規制等の影響    

当社グループは、食品衛生法、製造物責任法、不当景品類及び不当表示防止法や環境・リサイ当社グループは、食品衛生法、製造物責任法、不当景品類及び不当表示防止法や環境・リサイ当社グループは、食品衛生法、製造物責任法、不当景品類及び不当表示防止法や環境・リサイ当社グループは、食品衛生法、製造物責任法、不当景品類及び不当表示防止法や環境・リサイ

クル関連法規等、各種法的規制の適用を受けております。当社グループといたしましては各主管クル関連法規等、各種法的規制の適用を受けております。当社グループといたしましては各主管クル関連法規等、各種法的規制の適用を受けております。当社グループといたしましては各主管クル関連法規等、各種法的規制の適用を受けております。当社グループといたしましては各主管

部門と法務部門が連携し、関連諸法規の順守に万全の体制で臨んでおりますが、法的規制の強化、部門と法務部門が連携し、関連諸法規の順守に万全の体制で臨んでおりますが、法的規制の強化、部門と法務部門が連携し、関連諸法規の順守に万全の体制で臨んでおりますが、法的規制の強化、部門と法務部門が連携し、関連諸法規の順守に万全の体制で臨んでおりますが、法的規制の強化、

新たな規制等によって事業活動が制限される可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす新たな規制等によって事業活動が制限される可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす新たな規制等によって事業活動が制限される可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす新たな規制等によって事業活動が制限される可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす

リスクがありリスクがありリスクがありリスクがあります。ます。ます。ます。    

    (5)(5)(5)(5)情報・システム管理におけるリスク情報・システム管理におけるリスク情報・システム管理におけるリスク情報・システム管理におけるリスク    

当社グループは、開発、生産、物流、販売等の情報をコンピュータにより管理しており、シス当社グループは、開発、生産、物流、販売等の情報をコンピュータにより管理しており、シス当社グループは、開発、生産、物流、販売等の情報をコンピュータにより管理しており、シス当社グループは、開発、生産、物流、販売等の情報をコンピュータにより管理しており、シス

テム上のトラブル等、万一の場合に備えて最大限の保守・保全の対策を講じるとともに、情報管テム上のトラブル等、万一の場合に備えて最大限の保守・保全の対策を講じるとともに、情報管テム上のトラブル等、万一の場合に備えて最大限の保守・保全の対策を講じるとともに、情報管テム上のトラブル等、万一の場合に備えて最大限の保守・保全の対策を講じるとともに、情報管

理体制の徹底に努めております。しかしながら、想定を超えた技術による不正アクセスや予測不理体制の徹底に努めております。しかしながら、想定を超えた技術による不正アクセスや予測不理体制の徹底に努めております。しかしながら、想定を超えた技術による不正アクセスや予測不理体制の徹底に努めております。しかしながら、想定を超えた技術による不正アクセスや予測不

能のコンピュータウィルス感染等によって、システム障害や社内情報の漏洩等の被害を被る可能能のコンピュータウィルス感染等によって、システム障害や社内情報の漏洩等の被害を被る可能能のコンピュータウィルス感染等によって、システム障害や社内情報の漏洩等の被害を被る可能能のコンピュータウィルス感染等によって、システム障害や社内情報の漏洩等の被害を被る可能

性があり、当社グループの業績や社会的信用に影響を及ぼすリスクがあります。性があり、当社グループの業績や社会的信用に影響を及ぼすリスクがあります。性があり、当社グループの業績や社会的信用に影響を及ぼすリスクがあります。性があり、当社グループの業績や社会的信用に影響を及ぼすリスクがあります。    

    (6)(6)(6)(6)海外事業におけるリスク海外事業におけるリスク海外事業におけるリスク海外事業におけるリスク    

当社グループは当社グループは当社グループは当社グループは、米国・中国・台湾において豆腐事業、ルウカレーならびにレトルトカレーの、米国・中国・台湾において豆腐事業、ルウカレーならびにレトルトカレーの、米国・中国・台湾において豆腐事業、ルウカレーならびにレトルトカレーの、米国・中国・台湾において豆腐事業、ルウカレーならびにレトルトカレーの

製造・販売および、カレーレストランのチェーン展開を行っております。従いまして、これらの製造・販売および、カレーレストランのチェーン展開を行っております。従いまして、これらの製造・販売および、カレーレストランのチェーン展開を行っております。従いまして、これらの製造・販売および、カレーレストランのチェーン展開を行っております。従いまして、これらの

国々での景気後退、政治的問題、テロや紛争の発生などが当社グループの業績に影響を及ぼすリ国々での景気後退、政治的問題、テロや紛争の発生などが当社グループの業績に影響を及ぼすリ国々での景気後退、政治的問題、テロや紛争の発生などが当社グループの業績に影響を及ぼすリ国々での景気後退、政治的問題、テロや紛争の発生などが当社グループの業績に影響を及ぼすリ

スクがあります。スクがあります。スクがあります。スクがあります。    

 



中　間　連　結　財　務　諸　表　等中　間　連　結　財　務　諸　表　等中　間　連　結　財　務　諸　表　等中　間　連　結　財　務　諸　表　等

１．中間連結貸借対照表１．中間連結貸借対照表１．中間連結貸借対照表１．中間連結貸借対照表
(単位：百万円）(単位：百万円）(単位：百万円）(単位：百万円）

　　　　

 流 　動　 資　 産 流 　動　 資　 産 流 　動　 資　 産 流 　動　 資　 産 《《《《 95,84795,84795,84795,847 》》》》 《《《《 95,50595,50595,50595,505 》》》》 《《《《 343343343343 》》》》 《《《《 97,46497,46497,46497,464 》》》》
　　　　 現現現現 金金金金 ・・・・ 預預預預 金金金金 27,48327,48327,48327,483 46,75346,75346,75346,753 △△△△ 19,27019,27019,27019,270 46,37946,37946,37946,379
　　　　 受受受受 取取取取 手手手手 形形形形 ・・・・ 売売売売 掛掛掛掛 金金金金 48,71348,71348,71348,713 33,13933,13933,13933,139 15,57515,57515,57515,575 36,64236,64236,64236,642
　　　　 有有有有 価価価価 証証証証 券券券券 3,0833,0833,0833,083 2,1932,1932,1932,193 890890890890 1,3041,3041,3041,304
　　　　 たたたた なななな 卸卸卸卸 資資資資 産産産産 10,84810,84810,84810,848 9,4899,4899,4899,489 1,3591,3591,3591,359 9,4699,4699,4699,469
　　　　 繰繰繰繰 延延延延 税税税税 金金金金 資資資資 産産産産 3,2463,2463,2463,246 1,9171,9171,9171,917 1,3291,3291,3291,329 2,0872,0872,0872,087
そそそそ のののの 他他他他 のののの 流流流流 動動動動 資資資資 産産産産 2,4822,4822,4822,482 2,0152,0152,0152,015 466466466466 1,5851,5851,5851,585

　　　　 貸貸貸貸 倒倒倒倒 引引引引 当当当当 金金金金 △△△△ 8888 △△△△ 1111 △△△△ 7777 △△△△ 1111

 固　 定　 資　 産 固　 定　 資　 産 固　 定　 資　 産 固　 定　 資　 産 《《《《 147,708147,708147,708147,708 》》》》 《《《《 129,545129,545129,545129,545 》》》》 《《《《 18,16218,16218,16218,162 》》》》 《《《《 121,587121,587121,587121,587 》》》》
有 形 固 定 資 産有 形 固 定 資 産有 形 固 定 資 産有 形 固 定 資 産 （（（（ 64,07664,07664,07664,076 ）））） （（（（ 54,31554,31554,31554,315 ）））） （（（（ 9,7619,7619,7619,761 ）））） （（（（ 53,66253,66253,66253,662 ））））
建建建建 物物物物 ・・・・ 構構構構 築築築築 物物物物 22,22322,22322,22322,223 19,57519,57519,57519,575 2,6472,6472,6472,647 19,91619,91619,91619,916
機機機機 械械械械 装装装装 置置置置 ・・・・ 運運運運 搬搬搬搬 具具具具 13,44413,44413,44413,444 12,25212,25212,25212,252 1,1921,1921,1921,192 11,62011,62011,62011,620
土土土土 地地地地 26,95726,95726,95726,957 18,85518,85518,85518,855 8,1028,1028,1028,102 18,83118,83118,83118,831
建建建建 設設設設 仮仮仮仮 勘勘勘勘 定定定定 212212212212 2,5582,5582,5582,558 △△△△ 2,3452,3452,3452,345 2,2912,2912,2912,291
そそそそ のののの 他他他他 のののの 有有有有 形形形形 固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 1,2411,2411,2411,241 1,0761,0761,0761,076 165165165165 1,0041,0041,0041,004

無 形 固 定 資 産無 形 固 定 資 産無 形 固 定 資 産無 形 固 定 資 産 （（（（ 14,50614,50614,50614,506 ）））） （（（（ 1,4531,4531,4531,453 ）））） （（（（ 13,05213,05213,05213,052 ）））） （（（（ 1,3291,3291,3291,329 ））））

ソソソソ フフフフ トトトト ウウウウ ェェェェ アアアア 1,0291,0291,0291,029 712712712712 317317317317 758758758758
ソソソソ フフフフ トトトト ウウウウ ェェェェ アアアア 仮仮仮仮 勘勘勘勘 定定定定 714714714714 403403403403 311311311311 245245245245
のののの れれれれ んんんん 12,59612,59612,59612,596 12121212 12,58512,58512,58512,585 13131313
そそそそ のののの 他他他他 のののの 無無無無 形形形形 固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 166166166166 326326326326 △△△△ 160160160160 312312312312

投 資 そ の 他 の 資 産投 資 そ の 他 の 資 産投 資 そ の 他 の 資 産投 資 そ の 他 の 資 産 （（（（ 69,12669,12669,12669,126 ）））） （（（（ 73,77773,77773,77773,777 ）））） （（（（ △△△△ 4,6514,6514,6514,651 ）））） （（（（ 66,59666,59666,59666,596 ））））

投投投投 資資資資 有有有有 価価価価 証証証証 券券券券 63,22063,22063,22063,220 68,38668,38668,38668,386 △△△△ 5,1675,1675,1675,167 60,99960,99960,99960,999
長長長長 期期期期 貸貸貸貸 付付付付 金金金金 43434343 15151515 29292929 16161616
繰繰繰繰 延延延延 税税税税 金金金金 資資資資 産産産産 332332332332 425425425425 △△△△ 93939393 557557557557
長長長長 期期期期 定定定定 期期期期 預預預預 金金金金 2,6002,6002,6002,600 2,6002,6002,6002,600 －－－－ 2,6002,6002,6002,600
前前前前 払払払払 年年年年 金金金金 費費費費 用用用用 462462462462 －－－－ 462462462462 －－－－
そそそそ のののの 他他他他 のののの 投投投投 資資資資 等等等等 2,6582,6582,6582,658 2,5382,5382,5382,538 121121121121 2,7002,7002,7002,700
貸貸貸貸 倒倒倒倒 引引引引 当当当当 金金金金 △△△△ 189189189189 △△△△ 187187187187 △△△△ 2222 △△△△ 276276276276

243,555243,555243,555243,555 225,050225,050225,050225,050 18,50518,50518,50518,505 219,051219,051219,051219,051

資　　　　産　　　　の　　　　部資　　　　産　　　　の　　　　部資　　　　産　　　　の　　　　部資　　　　産　　　　の　　　　部

（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）
当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末 前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末

（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）
科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目 増減額増減額増減額増減額 前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末

（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）

資    産    合    計資    産    合    計資    産    合    計資    産    合    計

連-14連-14連-14連-14



(単位：百万円）(単位：百万円）(単位：百万円）(単位：百万円）

　　　　 　　　　

流   動   負   債流   動   負   債流   動   負   債流   動   負   債 《《《《 46,59746,59746,59746,597 》》》》 《《《《 33,60433,60433,60433,604 》》》》 《《《《 12,99212,99212,99212,992 》》》》 《《《《 35,26035,26035,26035,260 》》》》
　　　　支支支支 払払払払 手手手手 形形形形 ・・・・ 買買買買 掛掛掛掛 金金金金 25,11225,11225,11225,112 17,25117,25117,25117,251 7,8617,8617,8617,861 18,58518,58518,58518,585
短短短短 期期期期 借借借借 入入入入 金金金金 76767676 －－－－ 76767676 －－－－

　　　　未未未未 払払払払 金金金金 15,45315,45315,45315,453 11,61711,61711,61711,617 3,8363,8363,8363,836 12,35912,35912,35912,359
　　　　未未未未 払払払払 法法法法 人人人人 税税税税 等等等等 1,5321,5321,5321,532 1,7421,7421,7421,742 △△△△ 210210210210 983983983983
役役役役 員員員員 賞賞賞賞 与与与与 引引引引 当当当当 金金金金 30303030 －－－－ 30303030 －－－－

　　　　そそそそ のののの 他他他他 のののの 流流流流 動動動動 負負負負 債債債債 4,3934,3934,3934,393 2,9942,9942,9942,994 1,4001,4001,4001,400 3,3333,3333,3333,333

固   定   負   債固   定   負   債固   定   負   債固   定   負   債 《《《《 8,8898,8898,8898,889 》》》》 《《《《 6,2276,2276,2276,227 》》》》 《《《《 2,6612,6612,6612,661 》》》》 《《《《 4,4584,4584,4584,458 》》》》
退退退退 職職職職 給給給給 付付付付 引引引引 当当当当 金金金金 3,4343,4343,4343,434 821821821821 2,6142,6142,6142,614 1,3521,3521,3521,352
役役役役 員員員員 退退退退 職職職職 慰慰慰慰 労労労労 引引引引 当当当当 金金金金 －－－－ 1,0061,0061,0061,006 △△△△ 1,0061,0061,0061,006 1,0291,0291,0291,029
長長長長 期期期期 未未未未 払払払払 金金金金 840840840840 －－－－ 840840840840 －－－－
繰繰繰繰 延延延延 税税税税 金金金金 負負負負 債債債債 3,9413,9413,9413,941 4,0704,0704,0704,070 △△△△ 129129129129 1,7861,7861,7861,786
そそそそ のののの 他他他他 のののの 固固固固 定定定定 負負負負 債債債債 673673673673 330330330330 343343343343 292292292292

55,48555,48555,48555,485 39,83239,83239,83239,832 15,65415,65415,65415,654 39,71839,71839,71839,718

《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 1,0141,0141,0141,014 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 1,0231,0231,0231,023 》》》》

　　　　 　　　　

資資資資 本本本本 金金金金 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 9,9489,9489,9489,948 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 9,9489,9489,9489,948 》》》》
資資資資 本本本本 剰剰剰剰 余余余余 金金金金 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 23,86823,86823,86823,868 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 23,86823,86823,86823,868 》》》》
利利利利 益益益益 剰剰剰剰 余余余余 金金金金 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 141,687141,687141,687141,687 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 139,226139,226139,226139,226 》》》》
そそそそのののの他他他他有有有有価価価価証証証証券券券券評評評評価価価価差差差差額額額額金金金金 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 10,17210,17210,17210,172 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 7,0967,0967,0967,096 》》》》
為為為為 替替替替 換換換換 算算算算 調調調調 整整整整 勘勘勘勘 定定定定 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 △△△△ 181181181181 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 △△△△ 542542542542 》》》》
自自自自 己己己己 株株株株 式式式式 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 △△△△ 1,2911,2911,2911,291 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 △△△△ 1,2871,2871,2871,287 》》》》

－－－－ 184,204184,204184,204184,204 －－－－ 178,310178,310178,310178,310

－－－－ 225,050225,050225,050225,050 －－－－ 219,051219,051219,051219,051

　　　　 　　　　

《《《《 174,590174,590174,590174,590 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》

資資資資 本本本本 金金金金 9,9489,9489,9489,948 －－－－ －－－－ －－－－
資資資資 本本本本 剰剰剰剰 余余余余 金金金金 23,86823,86823,86823,868 －－－－ －－－－ －－－－
利利利利 益益益益 剰剰剰剰 余余余余 金金金金 142,069142,069142,069142,069 －－－－ －－－－ －－－－
自自自自 己己己己 株株株株 式式式式 △△△△ 1,2961,2961,2961,296 －－－－ －－－－ －－－－

評 価 ・ 換 算 差 額 等評 価 ・ 換 算 差 額 等評 価 ・ 換 算 差 額 等評 価 ・ 換 算 差 額 等 《《《《 8,3608,3608,3608,360 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》

そそそそのののの他他他他有有有有価価価価証証証証券券券券評評評評価価価価差差差差額額額額金金金金 8,6628,6628,6628,662 －－－－ －－－－ －－－－
為為為為 替替替替 換換換換 算算算算 調調調調 整整整整 勘勘勘勘 定定定定 △△△△ 302302302302 －－－－ －－－－ －－－－

《《《《 5,1205,1205,1205,120 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》 《《《《 －－－－ 》》》》

188,070188,070188,070188,070 －－－－ －－－－ －－－－

243,555243,555243,555243,555 －－－－ －－－－ －－－－

前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末前中間連結会計期間末
（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）（Ｈ17．9．30現在）

負　　　　債　　　　の　　　　部負　　　　債　　　　の　　　　部負　　　　債　　　　の　　　　部負　　　　債　　　　の　　　　部

（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）（Ｈ18．9．30現在）
当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末 前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末

株   主   資   本株   主   資   本株   主   資   本株   主   資   本

純　　　資　　　産　　　の　　　　部純　　　資　　　産　　　の　　　　部純　　　資　　　産　　　の　　　　部純　　　資　　　産　　　の　　　　部

少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分

負 債 ・ 純 資 産 合 計負 債 ・ 純 資 産 合 計負 債 ・ 純 資 産 合 計負 債 ・ 純 資 産 合 計

純　資　産　合　計純　資　産　合　計純　資　産　合　計純　資　産　合　計

負債・少数株主持分及び資本合計負債・少数株主持分及び資本合計負債・少数株主持分及び資本合計負債・少数株主持分及び資本合計

負    債    合    計負    債    合    計負    債    合    計負    債    合    計

少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分少  数  株  主  持  分

資  　本 　 合　  計資  　本 　 合　  計資  　本 　 合　  計資  　本 　 合　  計

資　　　　本　　　　の　　　　部資　　　　本　　　　の　　　　部資　　　　本　　　　の　　　　部資　　　　本　　　　の　　　　部

少　　数　　株　　主　　持　　分少　　数　　株　　主　　持　　分少　　数　　株　　主　　持　　分少　　数　　株　　主　　持　　分

（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）（Ｈ18. 3. 31現在）
科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目 増減額増減額増減額増減額

連-15連-15連-15連-15



２．中間連結損益計算書２．中間連結損益計算書２．中間連結損益計算書２．中間連結損益計算書
（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）

売       上       高売       上       高売       上       高売       上       高 118,555118,555118,555118,555 95,19495,19495,19495,194 23,36123,36123,36123,361 191,591191,591191,591191,591
売    上    原    価売    上    原    価売    上    原    価売    上    原    価 62,13962,13962,13962,139 50,13750,13750,13750,137 12,00212,00212,00212,002 100,602100,602100,602100,602
売  上  総  利  益売  上  総  利  益売  上  総  利  益売  上  総  利  益 56,41656,41656,41656,416 45,05745,05745,05745,057 11,35911,35911,35911,359 90,98990,98990,98990,989

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費 52,17852,17852,17852,178 42,17442,17442,17442,174 10,00410,00410,00410,004 83,71483,71483,71483,714
営 　業 　 利 　益営 　業 　 利 　益営 　業 　 利 　益営 　業 　 利 　益 4,2384,2384,2384,238 2,8842,8842,8842,884 1,3551,3551,3551,355 7,2757,2757,2757,275

営  業  外  収  益営  業  外  収  益営  業  外  収  益営  業  外  収  益

受受受受 取取取取 利利利利 息息息息 ・・・・ 配配配配 当当当当 金金金金 395395395395 394394394394 0000 822822822822
そそそそ のののの 他他他他 188188188188 293293293293 △△△△ 105105105105 571571571571

営  業  外  費  用営  業  外  費  用営  業  外  費  用営  業  外  費  用

支支支支 払払払払 利利利利 息息息息 5555 5555 △△△△ 0000 6666
持持持持分分分分法法法法にににによよよよるるるる投投投投資資資資損損損損失失失失 187187187187 19191919 168168168168 236236236236
そそそそ のののの 他他他他 141141141141 82828282 59595959 380380380380

経    常    利    益経    常    利    益経    常    利    益経    常    利    益 4,4894,4894,4894,489 3,4653,4653,4653,465 1,0241,0241,0241,024 8,0468,0468,0468,046

特   別   利   益特   別   利   益特   別   利   益特   別   利   益

固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 売売売売 却却却却 益益益益 782782782782 4444 778778778778 47474747
貸貸貸貸 倒倒倒倒 引引引引 当当当当 金金金金 戻戻戻戻 入入入入 28282828 3333 25252525 7777
投投投投 資資資資 有有有有 価価価価 証証証証 券券券券 売売売売 却却却却 益益益益 244244244244 0000 244244244244 28282828
そそそそ のののの 他他他他 8888 6666 2222 61616161

特   別   損   失特   別   損   失特   別   損   失特   別   損   失

固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 除除除除 却却却却 損損損損 132132132132 218218218218 △△△△ 85858585 295295295295
投投投投 資資資資 有有有有 価価価価 証証証証 券券券券 評評評評 価価価価 損損損損 386386386386 1111 385385385385 4444
ゴゴゴゴルルルルフフフフ会会会会員員員員権権権権等等等等評評評評価価価価損損損損 2222 11111111 △△△△ 9999 11111111
アアアアドドドドババババイイイイザザザザリリリリーーーー手手手手数数数数料料料料 －－－－ －－－－ －－－－ 218218218218
そそそそ のののの 他他他他 29292929 35353535 △△△△ 6666 82828282

5,0015,0015,0015,001 3,2133,2133,2133,213 1,7881,7881,7881,788 7,5807,5807,5807,580

1,4241,4241,4241,424 909909909909 515515515515 2,3692,3692,3692,369

△△△△ 331331331331 441441441441 △△△△ 772772772772 946946946946

1,0281,0281,0281,028 △△△△ 23232323 1,0511,0511,0511,051 △△△△ 82828282

2,8792,8792,8792,879 1,8861,8861,8861,886 993993993993 4,3474,3474,3474,347

科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目 当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間
（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）

中中中中 間間間間 （（（（ 当当当当 期期期期 ）））） 純純純純 利利利利 益益益益

税税税税金金金金等等等等調調調調整整整整前前前前中中中中間間間間（（（（当当当当期期期期））））純純純純利利利利益益益益

法法法法人人人人税税税税・・・・住住住住民民民民税税税税及及及及びびびび事事事事業業業業税税税税

法法法法 人人人人 税税税税 等等等等 調調調調 整整整整 額額額額

少少少少数数数数株株株株主主主主利利利利益益益益（（（（△△△△はははは損損損損失失失失））））

前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間
（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）

前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度
（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）

増減額増減額増減額増減額

連-16連-16連-16連-16



４．中間連結株主資本等変動計算書４．中間連結株主資本等変動計算書４．中間連結株主資本等変動計算書４．中間連結株主資本等変動計算書
当中間連結会計期間(平成18年4月1日～平成18年9月30日）当中間連結会計期間(平成18年4月1日～平成18年9月30日）当中間連結会計期間(平成18年4月1日～平成18年9月30日）当中間連結会計期間(平成18年4月1日～平成18年9月30日）

 （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

資本金資本金資本金資本金 資　本資　本資　本資　本
剰余金剰余金剰余金剰余金

利　益利　益利　益利　益
剰余金剰余金剰余金剰余金 自己株式自己株式自己株式自己株式 株主資本株主資本株主資本株主資本

合　　計合　　計合　　計合　　計

その他有その他有その他有その他有
価証券評価証券評価証券評価証券評
価差額金価差額金価差額金価差額金

為替換算為替換算為替換算為替換算
調整勘定調整勘定調整勘定調整勘定

評価・評価・評価・評価・
換算差額換算差額換算差額換算差額
等合計等合計等合計等合計

9,9489,9489,9489,948 23,86823,86823,86823,868 141,687141,687141,687141,687 △ 1,291△ 1,291△ 1,291△ 1,291 174,213174,213174,213174,213 10,17210,17210,17210,172 △ 181△ 181△ 181△ 181 9,9919,9919,9919,991 1,0141,0141,0141,014 185,218185,218185,218185,218

剰余金の配当剰余金の配当剰余金の配当剰余金の配当 △ 2,415△ 2,415△ 2,415△ 2,415 △ 2,415△ 2,415△ 2,415△ 2,415 △ 2,415△ 2,415△ 2,415△ 2,415

役員賞与の支給役員賞与の支給役員賞与の支給役員賞与の支給 △ 81△ 81△ 81△ 81 △ 81△ 81△ 81△ 81 △ 81△ 81△ 81△ 81

中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益 2,8792,8792,8792,879 2,8792,8792,8792,879 2,8792,8792,8792,879

自己株式の取得自己株式の取得自己株式の取得自己株式の取得 △ 5△ 5△ 5△ 5 △ 5△ 5△ 5△ 5 △ 5△ 5△ 5△ 5

株主資本以外の項目株主資本以外の項目株主資本以外の項目株主資本以外の項目
の中間連結会計期間の中間連結会計期間の中間連結会計期間の中間連結会計期間
中の変動額（純額）中の変動額（純額）中の変動額（純額）中の変動額（純額）

△ 1,510△ 1,510△ 1,510△ 1,510 △ 122△ 122△ 122△ 122 △ 1,632△ 1,632△ 1,632△ 1,632 4,1064,1064,1064,106 2,4742,4742,4742,474

－－－－ －－－－ 382382382382 △ 5△ 5△ 5△ 5 378378378378 △ 1,510△ 1,510△ 1,510△ 1,510 △ 122△ 122△ 122△ 122 △ 1,632△ 1,632△ 1,632△ 1,632 4,1064,1064,1064,106 2,8522,8522,8522,852

9,9489,9489,9489,948 23,86823,86823,86823,868 142,069142,069142,069142,069 △ 1,296△ 1,296△ 1,296△ 1,296 174,590174,590174,590174,590 8,6628,6628,6628,662 △ 302△ 302△ 302△ 302 8,3608,3608,3608,360 5,1205,1205,1205,120 188,070188,070188,070188,070平成18年9月30日残高平成18年9月30日残高平成18年9月30日残高平成18年9月30日残高

中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の
変動額変動額変動額変動額

評価・換算差額等評価・換算差額等評価・換算差額等評価・換算差額等

少数株主少数株主少数株主少数株主
持　　分持　　分持　　分持　　分

中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の中間連結会計期間中の
変動額合計変動額合計変動額合計変動額合計

純資産純資産純資産純資産
合　計合　計合　計合　計

株主資本株主資本株主資本株主資本

平成18年3月31日残高平成18年3月31日残高平成18年3月31日残高平成18年3月31日残高

３．中間連結剰余金計算書３．中間連結剰余金計算書３．中間連結剰余金計算書３．中間連結剰余金計算書
（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）

　　　　

（資本剰余金の部）（資本剰余金の部）（資本剰余金の部）（資本剰余金の部）

資本剰余金期首残高資本剰余金期首残高資本剰余金期首残高資本剰余金期首残高 23,86823,86823,86823,868 23,86823,86823,86823,868

資本剰余金中間期末（期末）残高資本剰余金中間期末（期末）残高資本剰余金中間期末（期末）残高資本剰余金中間期末（期末）残高 23,86823,86823,86823,868 23,86823,86823,86823,868

（利益剰余金の部）（利益剰余金の部）（利益剰余金の部）（利益剰余金の部）

利益剰余金期首残高利益剰余金期首残高利益剰余金期首残高利益剰余金期首残高 139,841139,841139,841139,841 139,841139,841139,841139,841

利益剰余金増加高利益剰余金増加高利益剰余金増加高利益剰余金増加高

中中中中 間間間間 （（（（ 当当当当 期期期期 ）））） 純純純純 利利利利 益益益益 1,8861,8861,8861,886 1,8861,8861,8861,886 4,3474,3474,3474,347 4,3474,3474,3474,347

利益剰余金減少高利益剰余金減少高利益剰余金減少高利益剰余金減少高

配配配配 当当当当 金金金金 2,4152,4152,4152,415 2,4152,4152,4152,415

役役役役 員員員員 賞賞賞賞 与与与与 金金金金 86868686 2,5012,5012,5012,501 86868686 2,5012,5012,5012,501

利益剰余金中間期末（期末）残高利益剰余金中間期末（期末）残高利益剰余金中間期末（期末）残高利益剰余金中間期末（期末）残高 139,226139,226139,226139,226 141,687141,687141,687141,687

科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目科　　　　　目 前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度
（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）

前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間
（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）
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５．中間連結キャッシュ・フロー計算書５．中間連結キャッシュ・フロー計算書５．中間連結キャッシュ・フロー計算書５．中間連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）

　　　　　　　　 金　　　額金　　　額金　　　額金　　　額 金　　　額金　　　額金　　　額金　　　額 金　　　額金　　　額金　　　額金　　　額 金　　　額金　　　額金　　　額金　　　額
 Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー
　　　税金等調整前中間（当期）純利益　　　税金等調整前中間（当期）純利益　　　税金等調整前中間（当期）純利益　　　税金等調整前中間（当期）純利益 5,0015,0015,0015,001 3,2133,2133,2133,213 1,7881,7881,7881,788 7,5807,5807,5807,580
　　　減価償却費　　　減価償却費　　　減価償却費　　　減価償却費 2,5452,5452,5452,545 2,1972,1972,1972,197 348348348348 4,8934,8934,8934,893
　　　のれん償却額　　　のれん償却額　　　のれん償却額　　　のれん償却額 1,3821,3821,3821,382 2222 1,3801,3801,3801,380 3333
　　　持分法による投資損失　　　持分法による投資損失　　　持分法による投資損失　　　持分法による投資損失 187187187187 19191919 168168168168 236236236236
　　　投資有価証券・ゴルフ会員権等評価損　　　投資有価証券・ゴルフ会員権等評価損　　　投資有価証券・ゴルフ会員権等評価損　　　投資有価証券・ゴルフ会員権等評価損 388388388388 12121212 376376376376 15151515
　　　貸倒引当金の減少額　　　貸倒引当金の減少額　　　貸倒引当金の減少額　　　貸倒引当金の減少額 △△△△ 19191919 △△△△ 39393939 20202020 △△△△ 128128128128
　　　退職給付引当金の減少額　　　退職給付引当金の減少額　　　退職給付引当金の減少額　　　退職給付引当金の減少額 △△△△ 634634634634 △△△△ 508508508508 △△△△ 127127127127 △△△△ 1,0391,0391,0391,039
　　　役員退職慰労引当金の増減額　　　役員退職慰労引当金の増減額　　　役員退職慰労引当金の増減額　　　役員退職慰労引当金の増減額 △△△△ 1,0061,0061,0061,006 92929292 △△△△ 1,0991,0991,0991,099 70707070
　　　役員賞与引当金の増加額　　　役員賞与引当金の増加額　　　役員賞与引当金の増加額　　　役員賞与引当金の増加額 30303030 － － － － 30303030 － － － － 
　　　受取利息及び配当金　　　受取利息及び配当金　　　受取利息及び配当金　　　受取利息及び配当金 △△△△ 395395395395 △△△△ 394394394394 △△△△ 0000 △△△△ 822822822822
　　　支払利息　　　支払利息　　　支払利息　　　支払利息 5555 5555 △△△△ 0000 6666
　　　為替差益　　　為替差益　　　為替差益　　　為替差益 △△△△ 2222 △△△△ 43434343 41414141 △△△△ 75757575
　　　投資有価証券売却益　　　投資有価証券売却益　　　投資有価証券売却益　　　投資有価証券売却益 △△△△ 244244244244 △△△△ 0000 △△△△ 244244244244 △△△△ 28282828
　　　固定資産売却損益　　　固定資産売却損益　　　固定資産売却損益　　　固定資産売却損益 △△△△ 778778778778 △△△△ 3333 △△△△ 775775775775 △△△△ 46464646
　　　固定資産除却損　　　固定資産除却損　　　固定資産除却損　　　固定資産除却損 132132132132 218218218218 △△△△ 85858585 295295295295
　　　売上債権の増加額　　　売上債権の増加額　　　売上債権の増加額　　　売上債権の増加額 △△△△ 8,5828,5828,5828,582 △△△△ 3,7723,7723,7723,772 △△△△ 4,8104,8104,8104,810 △△△△ 240240240240
　　　たな卸資産の増減額　　　たな卸資産の増減額　　　たな卸資産の増減額　　　たな卸資産の増減額 437437437437 △△△△ 83838383 521521521521 △△△△ 94949494
　　　仕入債務の増加額　　　仕入債務の増加額　　　仕入債務の増加額　　　仕入債務の増加額 3,8553,8553,8553,855 1,7011,7011,7011,701 2,1542,1542,1542,154 339339339339
　　　未払賞与の増加額　　　未払賞与の増加額　　　未払賞与の増加額　　　未払賞与の増加額 48484848 42424242 6666 5555
　　　その他資産の増加額　　　その他資産の増加額　　　その他資産の増加額　　　その他資産の増加額 △△△△ 665665665665 △△△△ 237237237237 △△△△ 428428428428 △△△△ 212212212212
　　　その他負債の増減額　　　その他負債の増減額　　　その他負債の増減額　　　その他負債の増減額 3,0633,0633,0633,063 605605605605 2,4582,4582,4582,458 △△△△ 214214214214
　　　役員賞与の支払額　　　役員賞与の支払額　　　役員賞与の支払額　　　役員賞与の支払額 △△△△ 81818181 △△△△ 86868686 4444 △△△△ 86868686

　　小　　計　　小　　計　　小　　計　　小　　計 4,6674,6674,6674,667 2,9402,9402,9402,940 1,7271,7271,7271,727 10,45510,45510,45510,455
　　　利息及び配当金の受取額　　　利息及び配当金の受取額　　　利息及び配当金の受取額　　　利息及び配当金の受取額 496496496496 558558558558 △△△△ 61616161 930930930930
　　　利息の支払額　　　利息の支払額　　　利息の支払額　　　利息の支払額 △△△△ 6666 △△△△ 16161616 10101010 △△△△ 14141414
　　　法人税等の支払額　　　法人税等の支払額　　　法人税等の支払額　　　法人税等の支払額 △△△△ 1,6281,6281,6281,628 △△△△ 873873873873 △△△△ 756756756756 △△△△ 1,5751,5751,5751,575
　　営業活動によるキャッシュ・フロー　　営業活動によるキャッシュ・フロー　　営業活動によるキャッシュ・フロー　　営業活動によるキャッシュ・フロー 3,5293,5293,5293,529 2,6092,6092,6092,609 920920920920 9,7959,7959,7959,795

 Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
　　　有価証券の売却による収入　　　有価証券の売却による収入　　　有価証券の売却による収入　　　有価証券の売却による収入 1,1001,1001,1001,100 3,3073,3073,3073,307 △△△△ 2,2072,2072,2072,207 3,5073,5073,5073,507
　　　有形固定資産の取得による支出　　　有形固定資産の取得による支出　　　有形固定資産の取得による支出　　　有形固定資産の取得による支出 △△△△ 2,4812,4812,4812,481 △△△△ 4,0914,0914,0914,091 1,6101,6101,6101,610 △△△△ 7,3667,3667,3667,366
　　　有形固定資産の売却による収入　　　有形固定資産の売却による収入　　　有形固定資産の売却による収入　　　有形固定資産の売却による収入 1,0121,0121,0121,012 8888 1,0041,0041,0041,004 69696969
　　　無形固定資産の取得による支出　　　無形固定資産の取得による支出　　　無形固定資産の取得による支出　　　無形固定資産の取得による支出 △△△△ 577577577577 △△△△ 166166166166 △△△△ 411411411411 △△△△ 521521521521
　　　投資有価証券の取得による支出　　　投資有価証券の取得による支出　　　投資有価証券の取得による支出　　　投資有価証券の取得による支出 △△△△ 21212121 △△△△ 4,5424,5424,5424,542 4,5214,5214,5214,521 △△△△ 8,0188,0188,0188,018
　　　投資有価証券の売却による収入　　　投資有価証券の売却による収入　　　投資有価証券の売却による収入　　　投資有価証券の売却による収入 416416416416 1,4671,4671,4671,467 △△△△ 1,0511,0511,0511,051 1,5161,5161,5161,516
　連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出　連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出　連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出　連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による支出 △△△△ 19,80019,80019,80019,800 △△△△ 1,5151,5151,5151,515 △△△△ 18,28518,28518,28518,285 △△△△ 1,5151,5151,5151,515
　　　子会社の清算による収入　　　子会社の清算による収入　　　子会社の清算による収入　　　子会社の清算による収入 3333 － － － － 3333 － － － － 
　　　関係会社への追加出資による支出　　　関係会社への追加出資による支出　　　関係会社への追加出資による支出　　　関係会社への追加出資による支出 △△△△ 81818181 △△△△ 57575757 △△△△ 24242424 △△△△ 57575757
　　　貸付による支出　　　貸付による支出　　　貸付による支出　　　貸付による支出 － － － － △△△△ 50505050 50505050 △△△△ 255255255255
　　　貸付金の回収による収入　　　貸付金の回収による収入　　　貸付金の回収による収入　　　貸付金の回収による収入 － － － － 50505050 △△△△ 50505050 50505050
　　投資活動によるキャッシュ・フロー　　投資活動によるキャッシュ・フロー　　投資活動によるキャッシュ・フロー　　投資活動によるキャッシュ・フロー △△△△ 20,43020,43020,43020,430 △△△△ 5,5905,5905,5905,590 △△△△ 14,84014,84014,84014,840 △△△△ 12,59012,59012,59012,590

 Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
　　　短期借入れによる収入　　　短期借入れによる収入　　　短期借入れによる収入　　　短期借入れによる収入 76767676 － － － － 76767676 － － － － 
　　　自己株式の取得による支出　　　自己株式の取得による支出　　　自己株式の取得による支出　　　自己株式の取得による支出 △△△△ 5555 △△△△ 5555 0000 △△△△ 9999
　　　配当金の支払額　　　配当金の支払額　　　配当金の支払額　　　配当金の支払額 △△△△ 2,4112,4112,4112,411 △△△△ 2,4132,4132,4132,413 2222 △△△△ 2,4142,4142,4142,414
　　　少数株主からの払込による収入　　　少数株主からの払込による収入　　　少数株主からの払込による収入　　　少数株主からの払込による収入 － － － － 72727272 △△△△ 72727272 72727272
　　　少数株主への配当金の支払額　　　少数株主への配当金の支払額　　　少数株主への配当金の支払額　　　少数株主への配当金の支払額 △△△△ 3333 △△△△ 3333 0000 △△△△ 3333
　　財務活動によるキャッシュ・フロー　　財務活動によるキャッシュ・フロー　　財務活動によるキャッシュ・フロー　　財務活動によるキャッシュ・フロー △△△△ 2,3432,3432,3432,343 △△△△ 2,3482,3482,3482,348 6666 △△△△ 2,3542,3542,3542,354

 Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △△△△ 26262626 172172172172 △△△△ 198198198198 366366366366

 Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 △△△△ 19,27019,27019,27019,270 △△△△ 5,1575,1575,1575,157 △△△△ 14,11214,11214,11214,112 △△△△ 4,7834,7834,7834,783

 Ⅵ　現金及び現金同等物期首残高 Ⅵ　現金及び現金同等物期首残高 Ⅵ　現金及び現金同等物期首残高 Ⅵ　現金及び現金同等物期首残高 46,75346,75346,75346,753 51,53651,53651,53651,536 △△△△ 4,7834,7834,7834,783 51,53651,53651,53651,536

 Ⅶ　現金及び現金同等物中間期末（期末）残高 Ⅶ　現金及び現金同等物中間期末（期末）残高 Ⅶ　現金及び現金同等物中間期末（期末）残高 Ⅶ　現金及び現金同等物中間期末（期末）残高 27,48327,48327,48327,483 46,37946,37946,37946,379 △△△△ 18,89618,89618,89618,896 46,75346,75346,75346,753

科　　目科　　目科　　目科　　目
当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間 前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間 前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度
（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）（H18.4.1～H18.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30）（H17.4.1～H17.9.30） （H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）（H17.4.1～H18.3.31）

増減額増減額増減額増減額

連-18連-18連-18連-18



連連連連 ----19191919     

    

６．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項６．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項６．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項６．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項    

（１）連結の範囲に関する事項（１）連結の範囲に関する事項（１）連結の範囲に関する事項（１）連結の範囲に関する事項    

連結子会社連結子会社連結子会社連結子会社    …………    15151515 社（㈱デリカシェフ､サンハウス食品㈱､ハウスウェルネスフーズ㈱、ハ社（㈱デリカシェフ､サンハウス食品㈱､ハウスウェルネスフーズ㈱、ハ社（㈱デリカシェフ､サンハウス食品㈱､ハウスウェルネスフーズ㈱、ハ社（㈱デリカシェフ､サンハウス食品㈱､ハウスウェルネスフーズ㈱、ハ

ウス物流サービス㈱、㈱ハウス食品分析テクノサービス、サンサプライウス物流サービス㈱、㈱ハウス食品分析テクノサービス、サンサプライウス物流サービス㈱、㈱ハウス食品分析テクノサービス、サンサプライウス物流サービス㈱、㈱ハウス食品分析テクノサービス、サンサプライ

㈱､㈱エスパック､ハイネット㈱、朝岡スパイス㈱、㈱エイチ・アイ・イ㈱､㈱エスパック､ハイネット㈱、朝岡スパイス㈱、㈱エイチ・アイ・イ㈱､㈱エスパック､ハイネット㈱、朝岡スパイス㈱、㈱エイチ・アイ・イ㈱､㈱エスパック､ハイネット㈱、朝岡スパイス㈱、㈱エイチ・アイ・イ

ー、ハウスフーズホールディングー、ハウスフーズホールディングー、ハウスフーズホールディングー、ハウスフーズホールディング USA Inc.USA Inc.USA Inc.USA Inc.、ハウスフーズアメリカ、ハウスフーズアメリカ、ハウスフーズアメリカ、ハウスフーズアメリカ

CorpCorpCorpCorp....､上海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱、上海ハウ､上海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱、上海ハウ､上海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱、上海ハウ､上海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱、上海ハウ

スカレーココ壱番屋レストラン㈲）スカレーココ壱番屋レストラン㈲）スカレーココ壱番屋レストラン㈲）スカレーココ壱番屋レストラン㈲）    

（２）持分法の適用に関する事項（２）持分法の適用に関する事項（２）持分法の適用に関する事項（２）持分法の適用に関する事項    

持分法を持分法を持分法を持分法を適用した関連会社適用した関連会社適用した関連会社適用した関連会社    …………    5555 社社社社((((㈱壱番屋、サンヨー缶詰㈱、上海ハウス味の素食品㈲、㈱壱番屋、サンヨー缶詰㈱、上海ハウス味の素食品㈲、㈱壱番屋、サンヨー缶詰㈱、上海ハウス味の素食品㈲、㈱壱番屋、サンヨー缶詰㈱、上海ハウス味の素食品㈲、

㈱㈱㈱㈱ヴォークス・トレーディング、日本牛乳野菜㈱ヴォークス・トレーディング、日本牛乳野菜㈱ヴォークス・トレーディング、日本牛乳野菜㈱ヴォークス・トレーディング、日本牛乳野菜㈱))))    

上海カレーハウスレストラン㈲を清算し、当中間連結会計期間より持分法適用非連結子会社か上海カレーハウスレストラン㈲を清算し、当中間連結会計期間より持分法適用非連結子会社か上海カレーハウスレストラン㈲を清算し、当中間連結会計期間より持分法適用非連結子会社か上海カレーハウスレストラン㈲を清算し、当中間連結会計期間より持分法適用非連結子会社か

ら除外しております。ら除外しております。ら除外しております。ら除外しております。    

（３）連結子会社の中間決算日等に関する事項（３）連結子会社の中間決算日等に関する事項（３）連結子会社の中間決算日等に関する事項（３）連結子会社の中間決算日等に関する事項    

連結子会社のうち、連結子会社のうち、連結子会社のうち、連結子会社のうち、ハウスフーズホールディングハウスフーズホールディングハウスフーズホールディングハウスフーズホールディング USA Inc.USA Inc.USA Inc.USA Inc.、、、、ハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカハウスフーズアメリカ CorpCorpCorpCorp....、、、、上上上上

海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱海ハウス食品㈲、台湾カレーハウスレストラン㈱、、、、上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン㈲上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン㈲上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン㈲上海ハウスカレーココ壱番屋レストラン㈲のののの

中間決算日は中間決算日は中間決算日は中間決算日は 6666 月末日であります。また、朝岡スパイス㈱の月末日であります。また、朝岡スパイス㈱の月末日であります。また、朝岡スパイス㈱の月末日であります。また、朝岡スパイス㈱の中間決算日は中間決算日は中間決算日は中間決算日は 8888 月末日でありま月末日でありま月末日でありま月末日でありま

す。その他の連結子会社の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。す。その他の連結子会社の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。す。その他の連結子会社の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。す。その他の連結子会社の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。    

（４）会計処理基準に関する事項（４）会計処理基準に関する事項（４）会計処理基準に関する事項（４）会計処理基準に関する事項    

①重要な資産の評価基準および評価方法①重要な資産の評価基準および評価方法①重要な資産の評価基準および評価方法①重要な資産の評価基準および評価方法    

ａ．有価証券ａ．有価証券ａ．有価証券ａ．有価証券    

・満期保有目的債券・満期保有目的債券・満期保有目的債券・満期保有目的債券    ………………………………………………………………………………………………    償却原価法償却原価法償却原価法償却原価法    

・その他有価証券・その他有価証券・その他有価証券・その他有価証券    

時価のあるもの時価のあるもの時価のあるもの時価のあるもの    …………………………………………………………………………    中間決算日の市場価格等に基づく時価法中間決算日の市場価格等に基づく時価法中間決算日の市場価格等に基づく時価法中間決算日の市場価格等に基づく時価法    

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、（評価差額は全部純資産直入法により処理し、（評価差額は全部純資産直入法により処理し、（評価差額は全部純資産直入法により処理し、    

売却原価は移動平均法により算定）売却原価は移動平均法により算定）売却原価は移動平均法により算定）売却原価は移動平均法により算定）    

時価のないもの時価のないもの時価のないもの時価のないもの    …………………………………………………………………………    総平均法による原価法総平均法による原価法総平均法による原価法総平均法による原価法    

ｂ．たな卸資産ｂ．たな卸資産ｂ．たな卸資産ｂ．たな卸資産    …………………………………………………………………………………………………………………………………………        主として主として主として主として総平均法による原価法総平均法による原価法総平均法による原価法総平均法による原価法    

②重要な減価償却資産の減価償却の方法②重要な減価償却資産の減価償却の方法②重要な減価償却資産の減価償却の方法②重要な減価償却資産の減価償却の方法    

ａ．有形固定資産ａ．有形固定資産ａ．有形固定資産ａ．有形固定資産    …………    当社は、建物（建物附属設備を除く）は定額法、建物以外については定当社は、建物（建物附属設備を除く）は定額法、建物以外については定当社は、建物（建物附属設備を除く）は定額法、建物以外については定当社は、建物（建物附属設備を除く）は定額法、建物以外については定    

率法、また国内連結子会社は定率法（平成率法、また国内連結子会社は定率法（平成率法、また国内連結子会社は定率法（平成率法、また国内連結子会社は定率法（平成 10101010 年年年年 4444 月月月月 1111 日以降に取得し日以降に取得し日以降に取得し日以降に取得し

た建物は定額法）、在外連結子会社は定額法によっております。た建物は定額法）、在外連結子会社は定額法によっております。た建物は定額法）、在外連結子会社は定額法によっております。た建物は定額法）、在外連結子会社は定額法によっております。    

但し、当社は、機械装置の一部について経済的使用可能年数を勘案して、但し、当社は、機械装置の一部について経済的使用可能年数を勘案して、但し、当社は、機械装置の一部について経済的使用可能年数を勘案して、但し、当社は、機械装置の一部について経済的使用可能年数を勘案して、

法定耐用年数を短縮しております。なお、主な耐用年数は、以下のとお法定耐用年数を短縮しております。なお、主な耐用年数は、以下のとお法定耐用年数を短縮しております。なお、主な耐用年数は、以下のとお法定耐用年数を短縮しております。なお、主な耐用年数は、以下のとお

りであります。りであります。りであります。りであります。    

            建建建建                        物物物物                ３～５０年３～５０年３～５０年３～５０年    

            機械装置・運搬具機械装置・運搬具機械装置・運搬具機械装置・運搬具                ２～１５年２～１５年２～１５年２～１５年    
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ｂ．無ｂ．無ｂ．無ｂ．無形固定資産形固定資産形固定資産形固定資産    …………    定額法定額法定額法定額法    

但し、ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づく定但し、ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づく定但し、ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づく定但し、ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づく定

額法によっております。額法によっております。額法によっております。額法によっております。    

③重要な引当金の計上基準③重要な引当金の計上基準③重要な引当金の計上基準③重要な引当金の計上基準    

ａ．貸倒引当金ａ．貸倒引当金ａ．貸倒引当金ａ．貸倒引当金    

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。    

ｂ．退職給付引当金ｂ．退職給付引当金ｂ．退職給付引当金ｂ．退職給付引当金    

当社および国内連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度当社および国内連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度当社および国内連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度当社および国内連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度

末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末におい末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末におい末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末におい末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末におい

て発生していて発生していて発生していて発生していると認められる額を計上しております。ると認められる額を計上しております。ると認められる額を計上しております。ると認められる額を計上しております。    

なお、当社は当中間会計期間末においては、年金資産の拠出額が退職給付費用を超過するなお、当社は当中間会計期間末においては、年金資産の拠出額が退職給付費用を超過するなお、当社は当中間会計期間末においては、年金資産の拠出額が退職給付費用を超過するなお、当社は当中間会計期間末においては、年金資産の拠出額が退職給付費用を超過する

ため、当該超過額ため、当該超過額ため、当該超過額ため、当該超過額 462462462462 百万円を資産の部に前払年金費用として表示し、国内連結子会社は百万円を資産の部に前払年金費用として表示し、国内連結子会社は百万円を資産の部に前払年金費用として表示し、国内連結子会社は百万円を資産の部に前払年金費用として表示し、国内連結子会社は

3,4343,4343,4343,434 百万円を固定負債の退職給付引当金として表示しております。百万円を固定負債の退職給付引当金として表示しております。百万円を固定負債の退職給付引当金として表示しております。百万円を固定負債の退職給付引当金として表示しております。    

また、また、また、また、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10101010

年）による定額法により、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。年）による定額法により、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。年）による定額法により、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。年）による定額法により、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。    

ｃ．役員賞与引当金ｃ．役員賞与引当金ｃ．役員賞与引当金ｃ．役員賞与引当金    

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支給見込額に基給見込額に基給見込額に基給見込額に基

づき、当中間連結会計期間に見合う分を計上しております。づき、当中間連結会計期間に見合う分を計上しております。づき、当中間連結会計期間に見合う分を計上しております。づき、当中間連結会計期間に見合う分を計上しております。    

（会計方針の変更）（会計方針の変更）（会計方針の変更）（会計方針の変更）    

    当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会    平成平成平成平成 17171717

年年年年 11111111 月月月月 29292929 日日日日    企業会計基準第４号）を適用しております。この結果、従来の方法に比べ企業会計基準第４号）を適用しております。この結果、従来の方法に比べ企業会計基準第４号）を適用しております。この結果、従来の方法に比べ企業会計基準第４号）を適用しております。この結果、従来の方法に比べ

て、営業利益、経常利益、税金等調整前中間純利益がて、営業利益、経常利益、税金等調整前中間純利益がて、営業利益、経常利益、税金等調整前中間純利益がて、営業利益、経常利益、税金等調整前中間純利益が 30303030 百万円減少しております。百万円減少しております。百万円減少しております。百万円減少しております。    

ｄ．役員退職慰労引当金ｄ．役員退職慰労引当金ｄ．役員退職慰労引当金ｄ．役員退職慰労引当金    

従来、役員および執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員および執行役員退職慰従来、役員および執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員および執行役員退職慰従来、役員および執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員および執行役員退職慰従来、役員および執行役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員および執行役員退職慰

労金内規に基づく中間会計期間末要支給額を計上しておりましたが、役員報酬制度見直労金内規に基づく中間会計期間末要支給額を計上しておりましたが、役員報酬制度見直労金内規に基づく中間会計期間末要支給額を計上しておりましたが、役員報酬制度見直労金内規に基づく中間会計期間末要支給額を計上しておりましたが、役員報酬制度見直しししし

の一環として、平成の一環として、平成の一環として、平成の一環として、平成 18181818 年６月年６月年６月年６月 28282828 日の定時株主総会の決議をもって役員退職慰労金制度を日の定時株主総会の決議をもって役員退職慰労金制度を日の定時株主総会の決議をもって役員退職慰労金制度を日の定時株主総会の決議をもって役員退職慰労金制度を

廃止いたしました。なお、当該総会までの期間に対する役員退職慰労金相当額は、各役員廃止いたしました。なお、当該総会までの期間に対する役員退職慰労金相当額は、各役員廃止いたしました。なお、当該総会までの期間に対する役員退職慰労金相当額は、各役員廃止いたしました。なお、当該総会までの期間に対する役員退職慰労金相当額は、各役員

および執行役員の退任時に支給されるため、長期未払金として固定負債に表示しておりまおよび執行役員の退任時に支給されるため、長期未払金として固定負債に表示しておりまおよび執行役員の退任時に支給されるため、長期未払金として固定負債に表示しておりまおよび執行役員の退任時に支給されるため、長期未払金として固定負債に表示しておりま

す。す。す。す。    

④重要なリース取引の処理方法④重要なリース取引の処理方法④重要なリース取引の処理方法④重要なリース取引の処理方法    

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。    

（５）その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項（５）その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項（５）その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項（５）その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項    

消費税等の処理方法消費税等の処理方法消費税等の処理方法消費税等の処理方法    …………………………………………    税抜処理を行っております。税抜処理を行っております。税抜処理を行っております。税抜処理を行っております。    



連連連連 ----21212121     

（６）連結子会社の資産および負債の評価に関する事項（６）連結子会社の資産および負債の評価に関する事項（６）連結子会社の資産および負債の評価に関する事項（６）連結子会社の資産および負債の評価に関する事項    

連結子会社の資産および負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。連結子会社の資産および負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。連結子会社の資産および負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。連結子会社の資産および負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。    

（７）のれん勘定の償却に関する事項（７）のれん勘定の償却に関する事項（７）のれん勘定の償却に関する事項（７）のれん勘定の償却に関する事項    

のれんの償却については、のれんの償却については、のれんの償却については、のれんの償却については、5555 年間の均等償却を行っております。年間の均等償却を行っております。年間の均等償却を行っております。年間の均等償却を行っております。    

（表示方法の変更）（表示方法の変更）（表示方法の変更）（表示方法の変更）    

①中間連結貸借対照表関係①中間連結貸借対照表関係①中間連結貸借対照表関係①中間連結貸借対照表関係    

                                            前中間連結会計期間末および前連結会計年度末においてその他の無形固定資産に含め前中間連結会計期間末および前連結会計年度末においてその他の無形固定資産に含め前中間連結会計期間末および前連結会計年度末においてその他の無形固定資産に含め前中間連結会計期間末および前連結会計年度末においてその他の無形固定資産に含め

て掲記されておりました営業権につきましては、当中間連結会計期間末からのれんとて掲記されておりました営業権につきましては、当中間連結会計期間末からのれんとて掲記されておりました営業権につきましては、当中間連結会計期間末からのれんとて掲記されておりました営業権につきましては、当中間連結会計期間末からのれんと

表示しております。表示しております。表示しております。表示しております。    

                                            また、連結調整勘定として掲記されていたものにつきましてものれんと表示しておりまた、連結調整勘定として掲記されていたものにつきましてものれんと表示しておりまた、連結調整勘定として掲記されていたものにつきましてものれんと表示しておりまた、連結調整勘定として掲記されていたものにつきましてものれんと表示しており

ます。ます。ます。ます。    

②中間連結キャッシュ・フロー計算書関係②中間連結キャッシュ・フロー計算書関係②中間連結キャッシュ・フロー計算書関係②中間連結キャッシュ・フロー計算書関係    

                                            前中間連結会計期間および前連結会計年度において連結調整勘定償却額として掲記さ前中間連結会計期間および前連結会計年度において連結調整勘定償却額として掲記さ前中間連結会計期間および前連結会計年度において連結調整勘定償却額として掲記さ前中間連結会計期間および前連結会計年度において連結調整勘定償却額として掲記さ

れていたものにつきましては、当中間連結会計期間からのれん償却額と表示しておりれていたものにつきましては、当中間連結会計期間からのれん償却額と表示しておりれていたものにつきましては、当中間連結会計期間からのれん償却額と表示しておりれていたものにつきましては、当中間連結会計期間からのれん償却額と表示しており

ます。ます。ます。ます。    

（８）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲（８）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲（８）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲（８）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲    

中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、

随時引き出し可能な預金および３ヵ月以内の定期預金からなって随時引き出し可能な預金および３ヵ月以内の定期預金からなって随時引き出し可能な預金および３ヵ月以内の定期預金からなって随時引き出し可能な預金および３ヵ月以内の定期預金からなっております。おります。おります。おります。    

    

（９）貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等（９）貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等（９）貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等（９）貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等    

当中間連結会計期間から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計当中間連結会計期間から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計当中間連結会計期間から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計当中間連結会計期間から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計

基準委員会基準委員会基準委員会基準委員会    平成平成平成平成17171717年年年年12121212月９日月９日月９日月９日    企業会計基準第５号）および「貸借対照表の純資産の部企業会計基準第５号）および「貸借対照表の純資産の部企業会計基準第５号）および「貸借対照表の純資産の部企業会計基準第５号）および「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会    平成平成平成平成17171717年年年年12121212月９日月９日月９日月９日    企業企業企業企業

会計基準適用指針第８号）を適用しております。これによる損益に与える影響はありませ会計基準適用指針第８号）を適用しております。これによる損益に与える影響はありませ会計基準適用指針第８号）を適用しております。これによる損益に与える影響はありませ会計基準適用指針第８号）を適用しております。これによる損益に与える影響はありませ

ん。ん。ん。ん。    

なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額はなお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額はなお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額はなお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は182,950182,950182,950182,950百万円です。百万円です。百万円です。百万円です。    

中間連結財務諸表規則の改正により、当中間連結財務諸表規則の改正により、当中間連結財務諸表規則の改正により、当中間連結財務諸表規則の改正により、当中間連結会計期間における中間連結財務諸表は、中間連結会計期間における中間連結財務諸表は、中間連結会計期間における中間連結財務諸表は、中間連結会計期間における中間連結財務諸表は、

改正後の中間連結財務諸表規則により作成しております。改正後の中間連結財務諸表規則により作成しております。改正後の中間連結財務諸表規則により作成しております。改正後の中間連結財務諸表規則により作成しております。    

    

【注記事項】【注記事項】【注記事項】【注記事項】    

（中間連結貸借対照表関係）（中間連結貸借対照表関係）（中間連結貸借対照表関係）（中間連結貸借対照表関係）    

（１）有形固定資産の減価償却累計額（１）有形固定資産の減価償却累計額（１）有形固定資産の減価償却累計額（１）有形固定資産の減価償却累計額    （（（（当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間））））    103,838103,838103,838103,838    百万円百万円百万円百万円            

    （（（（前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間））））    96,94896,94896,94896,948    百万円百万円百万円百万円            

    （（（（前 連 結 会 計 年前 連 結 会 計 年前 連 結 会 計 年前 連 結 会 計 年 度度度度））））    98,93698,93698,93698,936    百万円百万円百万円百万円            

    

    
                    



連連連連 ----22222222     

（２）偶発債務（２）偶発債務（２）偶発債務（２）偶発債務    

当社従業員の住宅資金融資借入当社従業員の住宅資金融資借入当社従業員の住宅資金融資借入当社従業員の住宅資金融資借入    （（（（当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間））））    45454545    百万円百万円百万円百万円            

に対する債務保証に対する債務保証に対する債務保証に対する債務保証    （（（（前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間））））    58585858    百万円百万円百万円百万円            

    （（（（前 連前 連前 連前 連 結 会 計 年結 会 計 年結 会 計 年結 会 計 年 度度度度））））    51515151    百万円百万円百万円百万円            

（３）中間連結会計期間末日満期手形（３）中間連結会計期間末日満期手形（３）中間連結会計期間末日満期手形（３）中間連結会計期間末日満期手形                        

中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しており中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しており中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しており中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しており

ますので、受取手形４百万円、支払手形ますので、受取手形４百万円、支払手形ますので、受取手形４百万円、支払手形ますので、受取手形４百万円、支払手形268268268268百万円は当中間連結会計期間末残高には含まれてお百万円は当中間連結会計期間末残高には含まれてお百万円は当中間連結会計期間末残高には含まれてお百万円は当中間連結会計期間末残高には含まれてお

りません。りません。りません。りません。    

    

（中間連結株主資本等変動計算書関係）（中間連結株主資本等変動計算書関係）（中間連結株主資本等変動計算書関係）（中間連結株主資本等変動計算書関係）    

                    
        当中間連結会計期間（自当中間連結会計期間（自当中間連結会計期間（自当中間連結会計期間（自    平成平成平成平成 18181818 年４月１日年４月１日年４月１日年４月１日    至至至至    平成平成平成平成 18181818 年９月年９月年９月年９月 30303030 日）日）日）日）        

    
（１）発行済株式に関する事項（１）発行済株式に関する事項（１）発行済株式に関する事項（１）発行済株式に関する事項                

株式の種類株式の種類株式の種類株式の種類    前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末    増増増増    加加加加    減減減減    少少少少    当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末    

普通株式普通株式普通株式普通株式（千株）（千株）（千株）（千株）    110,879110,879110,879110,879    －－－－    －－－－    110,879110,879110,879110,879    
    
（２）自己株式に関する事項（２）自己株式に関する事項（２）自己株式に関する事項（２）自己株式に関する事項    

株式の種類株式の種類株式の種類株式の種類    前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末前連結会計年度末    増増増増    加加加加    減減減減    少少少少    当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末当中間連結会計期間末    

普通株式（千株）普通株式（千株）普通株式（千株）普通株式（千株）    1,0921,0921,0921,092    3333    －－－－    1,0951,0951,0951,095    

    

（３）新株予約権等に関する事項（３）新株予約権等に関する事項（３）新株予約権等に関する事項（３）新株予約権等に関する事項    

                        該当事項はありません。該当事項はありません。該当事項はありません。該当事項はありません。    
    

（４）配当に関する事項（４）配当に関する事項（４）配当に関する事項（４）配当に関する事項    

                    ①配当金支払額①配当金支払額①配当金支払額①配当金支払額    
                        平成平成平成平成 18181818 年６月年６月年６月年６月 28282828 日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。    
                        ・普通株式の配当に関する事項・普通株式の配当に関する事項・普通株式の配当に関する事項・普通株式の配当に関する事項        

（イ）配当金の総額（イ）配当金の総額（イ）配当金の総額（イ）配当金の総額                                        2,4152,4152,4152,415 百万円百万円百万円百万円    
                        （ロ）１株当たりの配当額（ロ）１株当たりの配当額（ロ）１株当たりの配当額（ロ）１株当たりの配当額                                         22 22 22 22 円円円円        
                        （ハ）基準日（ハ）基準日（ハ）基準日（ハ）基準日                                        平成平成平成平成 18181818 年３月年３月年３月年３月 31313131 日日日日    
                        （ニ）効力発生日（ニ）効力発生日（ニ）効力発生日（ニ）効力発生日                                平成平成平成平成 18181818 年６月年６月年６月年６月 28282828 日日日日    
    
    
（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）    

（１）（１）（１）（１）現金及び現金同等物の中間期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係現金及び現金同等物の中間期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係現金及び現金同等物の中間期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係現金及び現金同等物の中間期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係    
現金及び現金同等物の範囲と現金・預金勘定は一致しております。現金及び現金同等物の範囲と現金・預金勘定は一致しております。現金及び現金同等物の範囲と現金・預金勘定は一致しております。現金及び現金同等物の範囲と現金・預金勘定は一致しております。    

    



連連連連 ----23232323     

リリリリ    ーーーー    スススス    取取取取    引引引引    

    

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引    

１１１１ ．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相
当額および中間期末（期末）残高相当額当額および中間期末（期末）残高相当額当額および中間期末（期末）残高相当額当額および中間期末（期末）残高相当額     

    
取 得 価 額 相 当取 得 価 額 相 当取 得 価 額 相 当取 得 価 額 相 当 額額額額    ((((当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間))))    ((((前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間))))    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）

機械装機械装機械装機械装置置置置・運搬具・運搬具・運搬具・運搬具    1,3741,3741,3741,374 百万円百万円百万円百万円    1,5141,5141,5141,514 百万円百万円百万円百万円    1,2921,2921,2921,292 百万円百万円百万円百万円    
工具器具備工具器具備工具器具備工具器具備品品品品    1,3531,3531,3531,353 百万円百万円百万円百万円 1,1641,1641,1641,164 百万円百万円百万円百万円 1,2261,2261,2261,226 百万円百万円百万円百万円    
合合合合 計計計計    2,7282,7282,7282,728 百万円百万円百万円百万円 2,6772,6772,6772,677 百万円百万円百万円百万円 2,5182,5182,5182,518 百万円百万円百万円百万円    

                
減価償却累計額相当額減価償却累計額相当額減価償却累計額相当額減価償却累計額相当額    ((((当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間))))    ((((前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間))))    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）
機械装機械装機械装機械装置置置置・・・・運搬具運搬具運搬具運搬具    846846846846 百万円百万円百万円百万円    974974974974 百万円百万円百万円百万円    805805805805 百万円百万円百万円百万円    
工具器具備工具器具備工具器具備工具器具備品品品品    581581581581 百万円百万円百万円百万円 450450450450 百万円百万円百万円百万円 504504504504 百万円百万円百万円百万円    
合合合合 計計計計    1,4271,4271,4271,427 百万円百万円百万円百万円 1,4241,4241,4241,424 百万円百万円百万円百万円 1,3091,3091,3091,309 百万円百万円百万円百万円    

                
減損損失累計額相当額減損損失累計額相当額減損損失累計額相当額減損損失累計額相当額    ((((当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間))))    ((((前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間))))    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）
機械装機械装機械装機械装置置置置・運搬具・運搬具・運搬具・運搬具    3333 百万円百万円百万円百万円    3333 百万円百万円百万円百万円    3333 百万円百万円百万円百万円
合合合合 計計計計    3333 百万円百万円百万円百万円    3333 百万円百万円百万円百万円    3333 百万円百万円百万円百万円

                
期末残高相当額期末残高相当額期末残高相当額期末残高相当額    ((((当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間))))    ((((前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間))))    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）
機械装機械装機械装機械装置置置置・運搬具・運搬具・運搬具・運搬具    525525525525 百万円百万円百万円百万円    536536536536 百万円百万円百万円百万円    484484484484 百百百百万円万円万円万円    
工具器具備工具器具備工具器具備工具器具備品品品品    772772772772 百万円百万円百万円百万円 714714714714 百万円百万円百万円百万円 722722722722 百万円百万円百万円百万円    
合合合合 計計計計    1,2971,2971,2971,297 百万円百万円百万円百万円 1,2501,2501,2501,250 百万円百万円百万円百万円 1,2061,2061,2061,206 百万円百万円百万円百万円    

    
２．未経過リース料中間期末（期末）残高相当額２．未経過リース料中間期末（期末）残高相当額２．未経過リース料中間期末（期末）残高相当額２．未経過リース料中間期末（期末）残高相当額     

    （当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）  （前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）

１年以内１年以内１年以内１年以内    469469469469 百万円百万円百万円百万円    458458458458 百万円百万円百万円百万円    450450450450 百万円百万円百万円百万円    
１１１１    年年年年    超超超超    829829829829 百万円百万円百万円百万円 792792792792 百万円百万円百万円百万円 756756756756 百万円百万円百万円百万円    
合合合合        計計計計    1,2971,2971,2971,297 百万円百万円百万円百万円 1,2501,2501,2501,250 百万円百万円百万円百万円 1,2061,2061,2061,206 百万円百万円百万円百万円    

    
リース資産減損勘定の残高リース資産減損勘定の残高リース資産減損勘定の残高リース資産減損勘定の残高                            1111 百万円百万円百万円百万円                                        2222 百万円百万円百万円百万円                         1 1 1 1 百万円百万円百万円百万円    
    

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額および減３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額および減３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額および減３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額および減
損損失損損失損損失損損失     

    （当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）（当中間連結会計期間）  （前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）（前中間連結会計期間）    （前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）（前連結会計年度）

支 払 リ ー ス 料支 払 リ ー ス 料支 払 リ ー ス 料支 払 リ ー ス 料    265265265265 百万円百万円百万円百万円    533533533533 百万円百万円百万円百万円    791791791791 百万円百万円百万円百万円  
リース資産減損リース資産減損リース資産減損リース資産減損    
            勘定の取崩額勘定の取崩額勘定の取崩額勘定の取崩額    

    
1111 百万円百万円百万円百万円    

    
1111 百万円百万円百万円百万円    

            
1111 百万円百万円百万円百万円

減価償却費相当額減価償却費相当額減価償却費相当額減価償却費相当額    265265265265 百万円百万円百万円百万円 533533533533 百万円百万円百万円百万円 791791791791 百万円百万円百万円百万円  
減損損失減損損失減損損失減損損失    －百万円－百万円－百万円－百万円    －百万円－百万円－百万円－百万円    －百万円－百万円－百万円－百万円

    
４．減価償却費相当額の算定方法は、リース期間を４．減価償却費相当額の算定方法は、リース期間を４．減価償却費相当額の算定方法は、リース期間を４．減価償却費相当額の算定方法は、リース期間を 耐用年数とし、残存価額を耐用年数とし、残存価額を耐用年数とし、残存価額を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。零とする定額法によっております。零とする定額法によっております。零とする定額法によっております。     
    

５．上記注記は、有形固定資産の期末残高等に占めるその割合が低いため、支５．上記注記は、有形固定資産の期末残高等に占めるその割合が低いため、支５．上記注記は、有形固定資産の期末残高等に占めるその割合が低いため、支５．上記注記は、有形固定資産の期末残高等に占めるその割合が低いため、支
払利子込み法によっております。払利子込み法によっております。払利子込み法によっております。払利子込み法によっております。     
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有有有有    価価価価    証証証証    券券券券    

（平成（平成（平成（平成 18181818 年年年年 9999 月月月月 30303030 日 現在）日現在）日現在）日現在）     

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの１．満期保有目的の債券で時価のあるもの１．満期保有目的の債券で時価のあるもの１．満期保有目的の債券で時価のあるもの     

（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）    （時（時（時（時        価）価）価）価）    （差（差（差（差        額）額）額）額）    

国債・地方債等国債・地方債等国債・地方債等国債・地方債等    －－－－    百万円百万円百万円百万円    －－－－    百万円百万円百万円百万円    －－－－    百万円百万円百万円百万円    

社債社債社債社債    1,4331,4331,4331,433     百万円百万円百万円百万円    1,4351,4351,4351,435     百万円百万円百万円百万円    2222     百万円百万円百万円百万円    

その他その他その他その他    16,50316,50316,50316,503     百万円百万円百万円百万円    15,94815,94815,94815,948     百万円百万円百万円百万円    △△△△ 554554554554     百万円百万円百万円百万円    

合計合計合計合計    17,9317,9317,9317,93 5555     百万円百万円百万円百万円    17,38317,38317,38317,383     百万円百万円百万円百万円    △△△△ 552552552552     百万円百万円百万円百万円    

２ ．その他有価証券で時価のあるもの２．その他有価証券で時価のあるもの２．その他有価証券で時価のあるもの２．その他有価証券で時価のあるもの     

    （取得原価）（取得原価）（取得原価）（取得原価）    （中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額） （差（差（差（差        額）額）額）額）    

株式株式株式株式    20,26720,26720,26720,267     百万円百万円百万円百万円    34,89334,89334,89334,893     百万円百万円百万円百万円    14,62714,62714,62714,627     百万円百万円百万円百万円    

債券債券債券債券                            

    国債・地方債等国債・地方債等国債・地方債等国債・地方債等    4,0044,0044,0044,004     百万円百万円百万円百万円    3,9473,9473,9473,947     百万円百万円百万円百万円    △△△△ 57575757     百万円百万円百万円百万円    

    社債社債社債社債    2,9752,9752,9752,975     百万円百万円百万円百万円    2,9642,9642,9642,964     百万円百万円百万円百万円    △△△△ 11111111     百万円百万円百万円百万円    

    その他その他その他その他    2,1002,1002,1002,100     百万円百万円百万円百万円    2,0972,0972,0972,097     百万円百万円百万円百万円    △△△△ 3333     百万円百万円百万円百万円    

その他その他その他その他    －－－－    百万円百万円百万円百万円    －－－－    百万円百万円百万円百万円    －－－－    百万円百万円百万円百万円    

合計合計合計合計    29,29,29,29, 346346346346     百万円百万円百万円百万円    43,90143,90143,90143,901     百万円百万円百万円百万円    14,55514,55514,55514,555     百万円百万円百万円百万円    

３ ．時価評価されていない有価証券３．時価評価されていない有価証券３．時価評価されていない有価証券３．時価評価されていない有価証券     

（１）その他有価証券（１）その他有価証券（１）その他有価証券（１）その他有価証券    

（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）（中間連結貸借対照表計上額）    

非上場株式非上場株式非上場株式非上場株式    507507507507     百万円百万円百万円百万円    

    

    
    

デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益    

該当事項はありません。該当事項はありません。該当事項はありません。該当事項はありません。    
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セセセセ    ググググ    メメメメ    ンンンン    トトトト    情情情情    報報報報    

１．事業の種類別セグメント情報１．事業の種類別セグメント情報１．事業の種類別セグメント情報１．事業の種類別セグメント情報     

当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成 18181818 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）日）日）日）                                                                            （単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）    

    食料品食料品食料品食料品    
運送・運送・運送・運送・    
倉庫業倉庫業倉庫業倉庫業    

計計計計    消去または消去または消去または消去または    
全社全社全社全社    連結連結連結連結    

Ⅰ．売上高Ⅰ．売上高Ⅰ．売上高Ⅰ．売上高および営業損益および営業損益および営業損益および営業損益                        

売上高売上高売上高売上高                        

(1) (1) (1) (1) 外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高    113,242113,242113,242113,242    5,3135,3135,3135,313    118,555118,555118,555118,555    －－－－    118,555118,555118,555118,555    

(2) (2) (2) (2) セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高    1111    5,7815,7815,7815,781    5,7835,7835,7835,783    (5,783)(5,783)(5,783)(5,783)    －－－－    

計計計計    113,244113,244113,244113,244    11,09411,09411,09411,094    124,338124,338124,338124,338    (5,783)(5,783)(5,783)(5,783)    118,555118,555118,555118,555    

営業費用営業費用営業費用営業費用    108,384108,384108,384108,384    10,57510,57510,57510,575    118,959118,959118,959118,959    (4,642)(4,642)(4,642)(4,642)    114,317114,317114,317114,317    

営業利益営業利益営業利益営業利益    4,8604,8604,8604,860    519519519519    5,3795,3795,3795,379    (1,141)(1,141)(1,141)(1,141)    4,2384,2384,2384,238    
    

前中間連結会計期間（自前中間連結会計期間（自前中間連結会計期間（自前中間連結会計期間（自平成平成平成平成 17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 17171717 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）日）日）日）                                                                        （単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）    

    食料品食料品食料品食料品    
運送・運送・運送・運送・    
倉庫業倉庫業倉庫業倉庫業    

計計計計    消去または消去または消去または消去または    
全社全社全社全社    連結連結連結連結    

Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益                        

売上高売上高売上高売上高                        

(1) (1) (1) (1) 外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高    90,39490,39490,39490,394    4,8004,8004,8004,800    95,19495,19495,19495,194    －－－－    95,19495,19495,19495,194    

(2) (2) (2) (2) セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高    3333    5,4165,4165,4165,416    5,4195,4195,4195,419    (5,419)(5,419)(5,419)(5,419)    －－－－    

計計計計    90,39790,39790,39790,397    10,21610,21610,21610,216    100,613100,613100,613100,613    (5,419)(5,419)(5,419)(5,419)    95,19495,19495,19495,194    

営業費用営業費用営業費用営業費用    88,17588,17588,17588,175    9,759,759,759,753333    97,92897,92897,92897,928    (5,617)(5,617)(5,617)(5,617)    92,31092,31092,31092,310    

営業利益営業利益営業利益営業利益    2,2222,2222,2222,222    463463463463    2,6852,6852,6852,685    198198198198    2,8842,8842,8842,884    
    

前連結会計年度（自平成前連結会計年度（自平成前連結会計年度（自平成前連結会計年度（自平成 17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 3333 月月月月 31313131 日）日）日）日）                                                                                        （単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）    

    食料品食料品食料品食料品    
運送・運送・運送・運送・    
倉庫業倉庫業倉庫業倉庫業    

計計計計    消去または消去または消去または消去または    
全社全社全社全社    

連結連結連結連結    

Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益Ⅰ．売上高および営業損益                        

売上高売上高売上高売上高                        

(1) (1) (1) (1) 外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高    181,831181,831181,831181,831    9,7609,7609,7609,760    191,591191,591191,591191,591    －－－－    191,591191,591191,591191,591    

(2) (2) (2) (2) セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高セグメント間の内部売上高または振替高    5555    10,4910,4910,4910,495555    10,49910,49910,49910,499    (10,499)(10,499)(10,499)(10,499)    －－－－    

計計計計    181,836181,836181,836181,836    20,25520,25520,25520,255    202,091202,091202,091202,091    (10,499)(10,499)(10,499)(10,499)    191,591191,591191,591191,591    

営業費用営業費用営業費用営業費用    175,685175,685175,685175,685    19,48119,48119,48119,481    195,166195,166195,166195,166    (10,850)(10,850)(10,850)(10,850)    184,316184,316184,316184,316    

営業利益営業利益営業利益営業利益    6,1516,1516,1516,151    773773773773    6,9256,9256,9256,925    351 351 351 351 7,2757,2757,2757,275    

（注）１．事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。（注）１．事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。（注）１．事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。（注）１．事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。    
            ２．各事業の主な製品２．各事業の主な製品２．各事業の主な製品２．各事業の主な製品    
                (1) (1) (1) (1) 食料品食料品食料品食料品    ････････････････････････････････････････････    食品、飲料、レストラン食品、飲料、レストラン食品、飲料、レストラン食品、飲料、レストラン    
                (2) (2) (2) (2) 運送・倉庫業運送・倉庫業運送・倉庫業運送・倉庫業    ････････････････････    運送・倉庫運送・倉庫運送・倉庫運送・倉庫業業業業    
            ３．すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。３．すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。３．すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。３．すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。    
            ４．「その他の事業」として認識しております保険代理業等につきましては、その重要性が僅少であり４．「その他の事業」として認識しております保険代理業等につきましては、その重要性が僅少であり４．「その他の事業」として認識しております保険代理業等につきましては、その重要性が僅少であり４．「その他の事業」として認識しております保険代理業等につきましては、その重要性が僅少であり

ますので、運送・倉庫業に含めて記載しております。ますので、運送・倉庫業に含めて記載しております。ますので、運送・倉庫業に含めて記載しております。ますので、運送・倉庫業に含めて記載しております。    
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２ ．所在地別セグメント情報２．所在地別セグメント情報２．所在地別セグメント情報２．所在地別セグメント情報     

当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成 18181818 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成

17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 17171717 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成 17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 3333 月月月月

31313131 日）日）日）日）    

全セグメントの売上高全セグメントの売上高全セグメントの売上高全セグメントの売上高の合計および全セグメントの資産の金額の合計額に占める本国の割合がいずの合計および全セグメントの資産の金額の合計額に占める本国の割合がいずの合計および全セグメントの資産の金額の合計額に占める本国の割合がいずの合計および全セグメントの資産の金額の合計額に占める本国の割合がいず

れもれもれもれも 90909090％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。    

    

３．海外売上高３．海外売上高３．海外売上高３．海外売上高     

当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成当中間連結会計期間（自平成 18181818 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成日）ならびに前中間連結会計期間（自平成

17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 17171717 年年年年 9999 月月月月 30303030 日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成日）、および前連結会計年度（自平成 17171717 年年年年 4444 月月月月 1111 日日日日    至平成至平成至平成至平成 18181818 年年年年 3333 月月月月

31313131 日）日）日）日）    

海外売上高がいずれも連結売上高の海外売上高がいずれも連結売上高の海外売上高がいずれも連結売上高の海外売上高がいずれも連結売上高の 10101010％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。    

    

    

 

    



連連連連 ----27272727     

生産、受注および販売の状況生産、受注および販売の状況生産、受注および販売の状況生産、受注および販売の状況    
    
１．生産実績１．生産実績１．生産実績１．生産実績     

生産実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。生産実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。生産実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。生産実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。    

（ 単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）     

区区区区             分分分分     
当 中 間 連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間     

( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1～～～～ H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )     

前 中 間 連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間     

( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1～～～～ H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )     

前 連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度     

( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1～～～～ H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )     
        ( % )( % )( % )( % )         ( % )( % )( % )( % )         ( % )( % )( % )( % )     

香 辛食品類香辛食品類香辛食品類香辛食品類     

加 工食品類加工食品類加工食品類加工食品類     

調 理済食品類調理済食品類調理済食品類調理済食品類     

飲 料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他     

29,81929,81929,81929,819     

14,32514,32514,32514,325     

17,09717,09717,09717,097     

34,44234,44234,44234,442     

31.131.131.131.1     

15,015,015,015,0     

17171717 .9.9.9.9     

36.036.036.036.0     

30,54130,54130,54130,541     

15,18015,18015,18015,180     

17,86017,86017,86017,860     

15,97915,97915,97915,979     

38.438.438.438.4     

19.119.119.119.1     

22.422.422.422.4     

20.120.120.120.1     

60,88360,88360,88360,883     

32,44232,44232,44232,442     

35,95335,95335,95335,953     

29,67329,67329,67329,673     

38.338.338.338.3     

20.420.420.420.4     

22.622.622.622.6     

18.718.718.718.7     

合合合合                 計計計計     95,68295,68295,68295,682     100.0100.0100.0100.0     79,56079,56079,56079,560     100.0100.0100.0100.0     158,952158,952158,952158,952     100.0100.0100.0100.0     

（ 注 ）（ 注 ）（ 注 ）（ 注 ） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。上記の金額には、消費税等は含まれておりません。上記の金額には、消費税等は含まれておりません。上記の金額には、消費税等は含まれておりません。     

    

２．受注状況２．受注状況２．受注状況２．受注状況     

主要製品の受注生産は行っておりません。主要製品の受注生産は行っておりません。主要製品の受注生産は行っておりません。主要製品の受注生産は行っておりません。     

    

３．販売実績３．販売実績３．販売実績３．販売実績     

販売実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。販売実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。販売実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。販売実績を製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。    

（ 単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）     

区区区区             分分分分     
当 中 間 連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間当中間連結会計期間     

( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1( H 1 8 . 4 . 1～～～～ H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )H 1 8 . 9 . 3 0 )     

前 中 間 連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間前中間連結会計期間     

( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1～～～～ H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )H 1 7 . 9 . 3 0 )     

前 連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度     

( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1( H 1 7 . 4 . 1～～～～ H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )H 1 8 . 3 . 3 1 )     
            ( % )( % )( % )( % )         ( % )( % )( % )( % )         ( % )( % )( % )( % )     

    

香 辛食品類香辛食品類香辛食品類香辛食品類     

加 工食品類加工食品類加工食品類加工食品類     

調 理済食品類調理済食品類調理済食品類調理済食品類     

飲 料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他飲料・ ｽﾅｯｸ類 他     

31,53131,53131,53131,531     

15,61715,61715,61715,617     

20,09020,09020,09020,090     

46,00546,00546,00546,005     

26.626.626.626.6     

13.213.213.213.2     

16.916.916.916.9     

38.838.838.838.8     

32,25232,25232,25232,252     

16,00416,00416,00416,004     

20,82220,82220,82220,822     

21,31621,31621,31621,316     

33.933.933.933.9     

16.816.816.816.8     

21.921.921.921.9     

22.422.422.422.4     

61,99561,99561,99561,995     

37,12237,12237,12237,122     

41,00941,00941,00941,009     

4444 1,7051,7051,7051,705     

32.332.332.332.3     

19.419.419.419.4     

21.421.421.421.4     

21.821.821.821.8     

食 料食 料食 料食 料 品品品品    113,242113,242113,242113,242     95.595.595.595.5     90,39490,39490,39490,394     95.095.095.095.0     181,831181,831181,831181,831     94.994.994.994.9     

運 送・倉庫業他運送・倉庫業他運送・倉庫業他運送・倉庫業他     5,3135,3135,3135,313     4.54.54.54.5     4,8004,8004,8004,800     5.05.05.05.0     9,7609,7609,7609,760     5.15.15.15.1     

合合合合                 計計計計     118,555118,555118,555118,555     100.0100.0100.0100.0     95,19495,19495,19495,194     100.0100.0100.0100.0     191,591191,591191,591191,591     100.0100.0100.0100.0     

（ 注 ）上 記 の金 額には 、 消費 税 等は 含まれ て おり ま せん 。（ 注 ）上 記 の金 額には 、 消費 税 等は 含まれ て おり ま せん 。（ 注 ）上 記 の金 額には 、 消費 税 等は 含まれ て おり ま せん 。（ 注 ）上 記 の金 額には 、 消費 税 等は 含まれ て おり ま せん 。     

 
 
 


